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「ゴールは、あっちよ！！」キッズフェスタ2018での
「はいはいレース」（２月25日、菊川ふれあい会館）

  下関市の市章� 下関の人口…265,807（男123,681　女142,126）　世帯数…130,114（平成30年３月１日現在）

平成30年

今月の
カシャ！今月の
カシャ！



浜
出
祭

～
い
に
し
え
の
時
を
越
え
て
～

問浜出祭実行委員会
　（☎083-788-0146）
　（☎090-4654-9184）

平成30年４月１日（日）開催
　豊北町田耕～滝部堀切～土井ヶ浜
　　※少雨決行、荒天時は神玉小学校にて神事のみ開催

「浜出（殿）祭」は「ハマイデ」、「ハマドノ」とも呼ばれる、７年に一度行われる豊北町最大の
民俗祭礼行事です。山口県指定無形民俗文化財に指定（昭和51年11月24日）されました。
本行事は地元の方により大切に引き継がれ、今年４月１日（日）に、華々しく開催を迎えます。

「
浜
出
祭
」の
由
来

　
浜
出
祭
は
、
蒙
古
襲
来
に
よ
る
外
敵
降
伏
の

た
め
と
か
、
こ
の
地
で
戦
死
し
た
蒙
古
兵
の
霊

が
怨
霊
と
な
り
、
疫
病
を
な
し
た
の
で
、
そ
の

霊
を
鎮
魂
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
と
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
由
来
伝
承
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
は

っ
き
り
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
ま
た
、
山
口
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
へ
の

指
定
当
時
の
意
見
書
で
は
、
山
側
の
田
耕
地
区

に
あ
る
厳
島
神
社（
田
耕
神
社
に
合ご

う

祀し

）の
祭
神

イ
チ
キ
シ
マ
ヒ
メ（
市
杵
島
姫
）と
い
う
女
神
と

海
側
の
神
玉
地
区
に
あ
る
蛭え

び
す子
社（
神
功
皇
后
神

社
に
合
祀
）の
祭
神
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ（
事
代
主
命
）

と
い
う
男
神
の
出
合
祭
で
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産

を
異
に
し
た
山
と
浜
の
陰
陽
和
合
に
よ
る
式
年

の
祭
禮
行
事
に
よ
っ
て
、
村
内
の
繁
栄
と
秩
序

を
乞
い
願
わ
ん
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」と
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
祭
り
の
構
造
と
し
て
は
、

山
側
と
海
側
の
人
々
が
出
合
う
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
の
繁
栄
や
五
穀
豊ほ

う
じ
ょ
う穣
を
願
う
意
味
合
い
が

強
く
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
多
様
な
儀
礼
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
由
来
も
定
か
で
な
く
学
術
的
に

も
謎
が
多
い
祭
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　
山
側
の
田
耕
神
社
の
花は

な

神み

子こ（
女
神
様
を
象
徴
）

が
、
海
側
の
神
玉
地
区
の
神
功
皇
后
社
の
花
神

子（
男
神
様
を
象
徴
）と
峠（
滝
部
堀
切
）の
合
流

地
点
で
出
合
い
、
共
に
祭
場
の
あ
る
土
井
ヶ
浜

を
目
指
し
ま
す
。

　
「
浜
出
祭
」は
、
総
勢
約
400
人
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
御
神
幸
行
列
と
土
井
ヶ
浜
の
祭
場
で
行

わ
れ
る
座
の
行
事
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
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受
け
継
が
れ
る
し
き
た
り

　
祭
り
開
催
の
お
よ
そ
１
年
前
か
ら
各
地
区
で

準
備
が
始
ま
り
ま
す
。
花
神
子
や
山
伏
な
ど
の

祭
り
の
配
役
を
決
め
、
衣
装
や
道
具
の
確
認
、

「
口
上
儀
礼
」や「
鰤ぶ

り

切
り
」な
ど
の
神
事
や
座
の

行
事
で
行
わ
れ
る
儀
式
の
練
習
な
ど
で
慌
た
だ

し
く
な
り
ま
す
。
祭
り
の
資
金
調
達
や
、
配
役

の
人
選
な
ど
、
各
自
治
会
を
中
心
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
役
に
よ
っ
て
は
、
代
々
そ
の「
家（
土

地
）付
き
」と
言
わ
れ
る
役
柄
も
あ
り
ま
す
が
、

現
在
は
住
民
が
減
り
、
担
い
手
が
少
な
い
の
が

実
状
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、
現
代
ま
で
浜
出
祭
が
続
い
て
い

る
の
は
、
地
元
住
民
に
よ
る
努
力
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
祭
礼
の
作
法
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
、
年
長
者
が
手
本
を
見
せ
な
が
ら
何
度

も
練
習
し
ま
す
。

　
５
月
６
日
ま
で
開
催
中
の
歴
史
民
俗
資
料
館
、

土
井
ヶ
浜
遺
跡
・
人
類
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
企

画
展
示
資
料
の
中
に
、
花
神
子
な
ど
の
行
列
や

祭
場
で
の
儀
礼
の
様
子
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る

絵
巻
物
が
あ
り
ま
す
。
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に

描
か
れ
た
で
あ
ろ
う
、
そ
の
絵
巻
物
や
文
献
を

参
考
に
、
多
く
の
儀
礼
が
現
代
ま
で
引
き
継
が

れ
、
さ
ら
に
未
来
へ
と
引
き
継
ぐ
べ
く
、
今
は

写
真
や
映
像
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
衣
装
や
小
道
具
の
数
が
多
く
、
各
神
社
、
各

地
区
で
管
理
・
保
管
し
当
日
を
迎
え
ま
す
。
身

に
ま
と
う
衣
装
は
と
て
も
立
派
で
、
花
神
子
の

衣
装
も
華
や
か
な
も
の
で
す
。
そ
の
古
式
ゆ
か

し
い
衣
装
に
身
を
包
み
、
祭
場
の
土
井
ヶ
浜
ま

で
行
列
を
成
し
、
練
り
歩
き
ま
す
。

【練習風景】
①口上儀礼
②鰤切り
③ホラ貝

③②

①
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祭
り
の
み
ど
こ
ろ

　
浜
出
祭
前
日
に
は
、
神
功
皇
后
神
社
、
田
耕
神
社

で
そ
れ
ぞ
れ
神
事
が
行
わ
れ
、
各
自
治
会
で
は
、
当

日
使
う
鰤
の
受
け
取
り
や
、
沿
道
へ
の
看
板
や
飾
り

の
取
り
付
け
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
田
耕
と
神
玉
両
区
間
約
15
㌔（
合
祀
前
は

約
18
㌔
）の
間
を
、
田
耕
神
社
氏
子
を
は
じ
め
、
そ
れ

を
迎
え
る
神
功
皇
后
神
社（
二
ノ
宮
）の
氏
子
、
神
玉

地
区
住
吉
神
社（
一
ノ
宮
）の
氏
子
、
山
田
佐
平
治
組

ら
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
約
400
人
の
大
行
列
が
、
古

式
ゆ
か
し
い
衣
装
に
身
を
包
み
、
土
井
ヶ
浜
の
祭
場

ま
で
練
り
歩
き
ま
す
。

　
三
行
列
が
出
合
う
堀
切
で
の
儀
礼
、
土
井
ヶ
浜
祭

場
に
お
い
て
、
神
事
、
三
座
に
よ
る
行
事
が
古
く
か

ら
の
慣
例
に
従
っ
て
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

◆
行
列
の
内
訳
◆

●
田
耕
側
行
列

田
耕
神
社

★
祭
神
イ
チ
キ
シ
マ
ヒ
メ

田
耕
神
社
氏
子

●
神
玉
側
行
列

神
功
皇
后
神
社(

二
ノ
宮)

★
祭
神
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ

神
功
皇
后
神
社(

二
ノ
宮)

の
氏
子
、

住
吉
神
社(

一
ノ
宮)

の
氏
子

●
山
田
佐
平
治
組

★
行
列
の
案
内
役

辻
ヶ
畑
、
上
野
、
直
子
の
自
治
会

※�

山
田
佐
平
治
が
何
者
か
は
不
明
。

伝
承
で
は
土
地
の
庄
屋
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る

　地域が誇る伝統文化です。堀切
での出合儀礼の口上など、見どこ
ろがたくさんあります。花神子な
ど華やかな衣装を身にまとった行
列一行をご覧ください。

　７年に１度という大変珍しい
祭りです。人口減少や資金面に
おいて問題は多々ありますが、
地域全員で取り組んでいます。

福冨 太さん

中村久敏さん

田耕神社

【田耕側行列】

大歳社

滝部

堀切
（JA下関 豊北施設団地 敷地内）

音無付近
堀切での出合儀礼後、三行列 は共に土井ヶ
浜祭場に向かう

★当日スケジュール★
  9：00～　田耕神社、神功皇后社　行列出発
11：00～　山田佐平治組出発
12：30～　堀切　出合儀礼
13：15～　堀切出発
15：00～　土井ヶ浜祭場にて座の行事
17：00～　餅まき
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【
田
耕
側
行
列
】

　
田
耕
神
社
か
ら
祭
神
イ
チ
キ
シ
マ
ヒ
メ
の
御
神
体

を
神み

こ
し輿
に
入
れ
、
花
神
子
を
含
め
た
約
150
人
が
行
列

を
な
し
、
出
合
の
場
で
あ
る「
堀
切
」を
目
指
し
ま
す
。

途
中
、
大
歳
社
付
近
の「
音
無
」と
言
わ
れ
る
場
所
を

通
り
ま
す
が
、
こ
の
場
所
を
通
る
時
は
音
を
発
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
大
歳
社
の
男
神
様
が
、
同
じ
男
神

様
の
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
の
と
こ
ろ
に
田
耕
神
社
の
女
神

様
の
イ
チ
キ
シ
マ
ヒ
メ
が
会
い
に
行
か
れ
る
の
に
嫉

妬
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
滝
部
祈
願
所
で
神
事
を
行
っ
た
後
、
堀
切
に
向
か

い
ま
す
。

【
神
玉
側
行
列
】

　
神
功
皇
后
神
社
か
ら
祭
神
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
の
御
神

体
を
神
輿
に
い
れ
、
花
神
子
と
共
に
出
発
し
ま
す
。

土
井
ヶ
浜
の
祭
場
に
神
輿
を
設
置
し
、
途
中
、
一
ノ

宮
の
氏
子
の
行
列
も
加
わ
り
、
約
80
人
で
、
行
列
は

出
合
い
の
場「
堀
切
」を
目
指
し
ま
す
。

【
山
田
佐
平
治
組
】

　
田
耕
側
行
列
を
堀
切
か
ら
土
井
ヶ
浜
の
祭
場
ま
で

行
列
の
先
頭
に
立
ち
、
案
内
す
る
行
列
で
す
。
直
子

自
治
会
館
か
ら
大
宰
領
な
ど
約
30
人
の
行
列
を
組
ん

で「
堀
切
」を
目
指
し
ま
す
。

【
堀
切
】

　
三
行
列
が
集
結
し「
出
合
儀
礼
」が
行
わ
れ
ま
す
。

田
耕
側
・
神
玉
側
・
山
田
佐
平
治
組
が
各
々
の
陣
屋

に
分
か
れ
て
、
双
方
に
よ
る
口
上
儀
礼
が
行
わ
れ
、

終
了
後
、
酒
の
鏡
割
が
行
わ
れ
、
山
伏
な
ど
に
よ
り

見
学
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。
行
列
は
隊
列
を
組
み

直
し
、
共
に
土
井
ヶ
浜
の
祭
場
を
目
指
し
ま
す
。

　地域の慣例行事となってお
り、大切にしています。現代
も変わらず続く、「口上儀礼」
や「鰤切り」などじっくりとご
覧ください。

【山田佐平治組】

【神玉側行列】

堀切
（JA下関 豊北施設団地 敷地内）

土井ヶ浜祭場
（土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム横広場）

住吉神社

直
のう

子
し

自治会館

堀切での出合儀礼後、三行列 は共に土井ヶ
浜祭場に向かう

浜出祭実行委員長
　國重正一さん

神功皇后神社
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▲浜出祭絵巻（部分）　豊北歴史民俗資料館「太翔館」蔵
　 幕末から明治初期に描かれたと推定される絵巻物

【
土
井
ヶ
浜
祭
場
】

　
堀
切
を
出
発
し
た
行
列
一

同
が
到
着
す
る
と
、
田
耕
神

社
の
神
輿
を
神
功
皇
后
神
社

の
神
輿（
祭
神
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
）

の
隣
に
設
置
し
ま
す
。
浜
出

祭
の
中
心
的
な
儀
礼
は
、
土

井
ヶ
浜
祭
場
で
行
わ
れ
る
数
々

の
儀
礼
で
す
。

　
ま
ず
両
神
社
の
宮
司
を
中

心
と
し
た「
神
官
座
」に
よ
る

神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

次
に「
波
原
座
」、「
岡
林
座
」を
加
え

た
三
座
で
座
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

浜
出
祭
の
一
番
の
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　
三
座
の
行
事
が
終
わ
り
、
各
神
社
で

神
遷
し
が
行
わ
れ
る
と
７
年
に
１
度
の

「
浜
出
祭
」が
終
了
し
ま
す
。

◆
三
座
に
よ
る
行
事
◆

【
入
亭
主
新
左
衛
門
挨
拶
】行
事
の
は
じ
ま
り
を
告
げ
る

【
奉
幣
行
事
】田
耕
行
列
の
ご
幣
持
が
持
っ
て
き
た
大
幣
で
各
座
で
祓
う

【
口
上
儀
礼
】神
官
座
・
岡
林
座
・
波
原
座
の
各
座
で
口
上
と
刀
さ
ば
き
の
儀
礼

【
神
子
の
舞
】田
耕
・
二
ノ
宮
両
花
神
子
が
神
官
座
を
左
廻
り
に
一
巡
す
る

【
神
酒
三
献
】神
官
座
の
み
で
行
わ
れ
る
。
三
三
九
度
の
儀
礼
で
、
両
神
様
の
婚

姻
儀
礼
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る

【
魚
据
・
鰤
切
行
事
】浜
出
祭
に
お
け
る
儀
礼
の
う
ち
、
古
式
を
残
し
た
も
の
と
い

わ
れ
、各
座
事
同
時
に
行
わ
れ
る
。
各
座
の
鰤
据
え
役
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
鰤
を
、

田
耕
の
鰤
切
り
役
に
よ
っ
て
、
手
を
使
う
こ
と
な
く
、
鉄
箸
と
包
丁
の
み
で
鰤
を
切
る

【
膳
据
行
事
】鰤
切
り
で
切
っ
た
鰤
を
各
座
ご
と
酒
粕
な
ど
で
味
付
け
し
、
膳
据

え
役
が
膳
に
し
て
各
座
に
運
ぶ

【
直
会
】配
膳
さ
れ
た
鰤
を
食
す

豊北歴史民俗資料館「太翔館」
　館長　吉留 徹 

　浜出祭は、古い祭りの形式を今に伝える希少な祭の一つです。また、「浜出」という
名があるよう、福島県や宮城県、茨城県をはじめとする太平洋沿岸地域にも「ハマオ
リ」「ハマイデ」「オハマサガリ」などとよばれる神輿にのった神々が山間部から海辺部
へ数ケ村にわたって臨幸する「浜下りの神事」があり、「浜出祭」との関連があるかどう
か興味あるところです。
　人集めから儀礼の練習まで、いかに多くの地域の人々が関わり、成り立っているのか、
このお祭りを通して分かります。そこには、このお祭が先祖の人々と邂

かい

逅
こう

し、感謝する場
であると同時に、新しい次の７年に向けて始動するための時間と空間がそこに感じられます。
　まさに祭の原点は人々の大きな力＝「絆」があってはじめて行われるものと確信で
きる場でもあります。
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　７年に一度開催される浜出祭について、その魅力を展示
で紹介しています。
期間　５月６日（日）まで
場所　①豊北歴史民俗資料館 太翔館　
　　　②土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム
料金　①無料、②一般200円、大学生等100円
問太翔館（☎782-1651）
　土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム（☎788-1841）

次
の
世
代
に
向
け
て

　
「
浜
出
祭
」が
次
に
行
わ
れ
る
の
は
７
年
後
で
す
。
過
疎
・
少
子
化
が
進
む
中
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
地
域
の
つ
な
が
り
が
薄
い
と
さ
れ
る

現
代
、
協
力
し
な
が
ら
伝
承
を
今
に
伝
え
る
豊
北
町
の「
浜
出
祭
」か
ら
学
ぶ
こ
と

は
、
祭
り
の
儀
礼
だ
け
で
な
く
、
地
域
共
存
の
糸
口
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

参
考
：
平
成
16
年
度
豊
北
町
歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展

　
　
　
「
カ
オ
・
か
お
・
顔
」浜
出
祭
写
真
展

　
　
　
浜
出
祭
調
査
報
告
書
Ⅰ（
資
料
編
）

私たちも
勉強したよ

！ 滝部小学校６年生は浜出祭について調
べたことを学習発表会で発表しました。

浜
出
祭
に「
将し

ょ
う
が
家
」

役
で
参
加
し
ま
す
！

口
上
を
覚
え
て

発
表
し
ま
し
た
！

皆
さ
ん
、
７
年

に
１
度
の
浜
出

祭
を
見
に
来
て

く
だ
さ
い
ね
！

川島くん 阿立さん 河田くん

交流する神  々-「浜出祭」の原点-
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あるかぽーと地区と関門航路整備状況の海上視察

下関市長の部屋

こ
ん
に
ち
は
。
市
長
の
前
田

晋
太
郎
で
す
。
早
い
も
の

で
市
長
に
就
任
し
て
１
年

が
経
過
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
３
月
議
会
で
審
議
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
平
成
30
年
度
当

初
予
算
は
、
私
に
と
っ
て
初
め
て
の

本
格
的
な
当
初
予
算
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
１
年
間
積
み
重
ね
て
き
た
議
論

の
集
大
成
と
も
言
え
ま
す
。
ま
た
、

選
挙
の
と
き
に
お
示
し
を
し
た「
公
約
」

を
着
実
に
実
行
す
る
第
一
歩
と
な
る

予
算
編
成
で
も
あ
り
ま
す
。

　
内
容
と
し
て
は「
下
関
せ
ん
た
く
会

議（
行
財
政
改
革
推
進
会
議
）」に
て
約

７
億
８
０
０
０
万
円
の
財
源
を
確
保

し
、
新
た
に「
希
望
の
街 

実
現
枠
」と

し
て
、
下
関
市
が
元
気
に
な
る
た
め

の
予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
公
約
の
中
か
ら
一
つ
紹
介

を
し
ま
す
と
、
菊
川
町
・
豊
田
町
・

豊
北
町
に
お
け
る「
生
活
バ
ス
100
円
」

も
こ
の
中
に
含
ま
れ
ま
す
。
最
大
700

円
で
あ
っ
た
利
用
料
を
す
べ
て
100
円

に
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
を
は
じ
め
、

自
家
用
車
で
の
移
動
が
で
き
な
い
方

に
、
広
く
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
に
多
く
の
予

算
措
置
を
し
て
い
ま
す
し
、

唐
戸
あ
る
か
ぽ
ー
と
地
区
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
に
も
力
を
入
れ

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
に「
変
化
」

と「
希
望
」を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

着
実
に
施
策
を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

「
希
望
の
街
」の
実
現
へ

�

本
格
的
に
起
動
！

市民のみなさんに
市長が伝えるコラム

希望の
風 April

元
気
な
ま
ち
・
豊
田
に
向
け
て

　
豊
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

平
成
28
年
２
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
は
、
町
内
５
地
区（
西
市
、

豊
田
中
、
豊
田
下
、
殿
居
、
三
豊
）と
豊

田
町
全
体
を
一
つ
と
す
る
六
つ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ふ

れ
あ
い
グ
ル
ー
プ（
統
括
）、
ふ
る
さ
と

グ
ル
ー
プ（
安
心
・
安
全
・
文
化
）、
す

こ
や
か
グ
ル
ー
プ（
福
祉
・
教
育
）の
３

グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

　
豊
田
町
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
・
温
泉
・

梨
・
リ
ン
ゴ
が
有
名
で
す
が
、
道
の
駅

や
み
の
り
の
丘
、
豊
田
湖
畔
な
ど
の
施

設
も
大
い
に
活
用
し
て
、
元
気
な
ま
ち

に
し
た
い
と
165
団
体
が
協
議
会
の
構
成

員
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
計
画
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
事

項
か
ら
選
択
し
、
地
域
課
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

地
域
一
丸
！　
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
活
動

★
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
活
動

　
若
い
人
の
出
会
い
の
場
を
つ
く
る
た

め
、「
ま
ち
コ
ン
」を
開
催
。
毎
回
、
カ
ッ

プ
ル
が
誕
生
し
、
ゴ
ー
ル
イ
ン
で
き
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
若
者
定
着
、

交
流
人
口
増
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

★
ふ
る
さ
と
グ
ル
ー
プ
活
動

　
毎
年
６
月
、
ホ

タ
ル
祭
り
に
は
協

議
会
の
法
被
を
着

用
し
て
参
加
。
ホ

タ
ル
籠
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
う
な

ど
、
地
域
の
祭
り

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
ホ
タ
ル
を
守
り
育
て
た
豊
田
の
歴
史

を
つ
づ
っ
た「
ホ
タ
ル
祭
り
50
周
年
記
念

誌『
と
よ
た
の
』創
刊
号
」を
観
光
協
会
と

共
同
で
発
行
。
豊
田
の
ホ
タ
ル
文
化
の

伝
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

★
す
こ
や
か
グ
ル
ー
プ
活
動

　
旧
肥
中
街
道
を

整
備
し
て
の「
歴
史

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」や
、

「
国
道
435
号
開
通
記

念
の
ふ
れ
あ
い
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
」な
ど

を
行
っ
て
健
康
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
は
、
地
元
西
市

高
校
か
ら
花
の
苗
を
提
供
し
て
も
ら
い
、

春
と
秋
に
は
各
地

区
の
花
壇
に
地
元

住
民
、
小
学
生
も

協
力
し
植
え
付
け

を
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
美
化
に
努

め
る
こ
と
で
、
皆

さ
ん
の
目
も
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
3
つ
の
小
学
校
区
に
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
各
種
団
体
で「
見
守
り
隊
」を
結
成

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
や
高
齢
者
の
交

通
誘
導
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
見
守
り

隊
員
と
一
目
で
わ

か
る
ジ
ャ
ン
パ
ー

や
車
に
貼
る
マ
グ

ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を

作
成
し
、
豊
田
の

安
全
・
安
心
を
守

っ
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
年
４
回
発
行
の
広
報
紙
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
若
い
人
に
も
運
営
委
員
会
に

入
っ
て
も
ら
い
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
協
議
会
情
報
】

○
豊
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
豊
田
中
学
校
エ
リ
ア
）　

▽
会
長　
伊
藤 

修
二　
▽
事
務
局　

豊
田
町
大
字
矢
田
149
番
地
１（
豊
田

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）☎
766−

０
７

７
５　
▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
toyota.m

ain.jp/

ま ち 協  通信

豊 田 地 区
まちづくり協議会

このコーナーは、各地で「住民自治による
まちづくり」に取り組む「まちづくり協議
会」が作成しています。特色のある活動や
取り組みなどについて紹介します。
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 月 月44

①たまねぎ収穫体験＝日４月21日〜５月６日　午前10時〜午後３時
内１区画30玉程度収穫　定60区画（先着順）　料１区画1,000円　申
4月16日（月）までに、◯必（右記）を電話で豊田農業公園「みのりの丘」へ。
②そば打ち・豆腐づくり体験＝日火曜日以外毎日開催　午前10時〜正
午、午後１時〜３時　定各20人（先着順）　料そば打ち…1,500円、豆
腐づくり…1,000円　申随時受け付け
所問豊田農業公園「みのりの丘」（☎766-1395）

体験！　たまねぎ収穫・そば打ち・豆腐づくり

旬の情報を皆さんに

●申し込みの必要事項＝○必
申し込み時に必ず次の項目の記入を。
希望の催し・講座名、郵便番号、住所、

氏名（ふりがな）、年齢（学年）、電話番号　※往復
はがきは、返信面にも住所、氏名の記載を

●料金の記載がないものは原則無料。
●申の記載がないものは、直接会場

へお出掛けください。
※掲載情報は、内容を変更する場合があります。
　参加・申し込みの際は、事前に確認を

i

必

海
響
館　
４
月
の
イ
ベ
ン
ト

①
春
季
特
別
企
画
展「
食
べ
る
！！
〜
生
き

物
た
ち
の
食
事
〜
」＝
期
５
月
６
日（
日
）

ま
で
　
内
生
き
物
た
ち
が
生
き
る
た
め

の
い
ろ
い
ろ
な
食
事
を
紹
介　
②
夜
の

水
族
館
＝
期
4
月
28
日
〜
５
月
６
日　

午
後
６
時
〜
９
時（
最
終
入
館
は
午
後
８

時
30
分
）　
内
水
の
生
き
物
た
ち
の
生
殖

器
を
解
説
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
ナ
イ
ト

ア
ク
ア
シ
ア
タ
ー
も
お
楽
し
み
に
。

共
料
大
人
１
０
０
０
円
、
小
・
中
学
生

450
円
、
幼
児（
３
歳
以
上
）200
円

問
海
響
館（
☎
228−

１
１
０
０
）

明
治
維
新
150
年
記
念
企
画
展

「
幕
末
の
メ
デ
ィ
ア
と
下
関
」

期
５
月
20
日（
日
）ま
で　
※
月
曜
日
休

館（
４
月
30
日
は
開
館
）
　
内
幕
末
の
下

関
を
写
真
・
瓦
版
な
ど
の
情
報
伝
達
、

記
録
手
段
を
通
じ
紹
介　

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】▽
ミ
ニ
講
座
＝
日
４

月
28
日
、
５
月
19
日　
い
ず
れ
も
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

共
料
一
般
100
円
、
大
学
生
50
円

問
歴
史
博
物
館（
☎
241−

１
０
８
０
）

イ
ベ
ン
ト

▼
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

（
１
期
分
）

納
期
限
＝
５
月
１
日

東
行
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト

●
常
設
企
画
展「
高
杉

晋
作
の
素
顔 

流
水
奔

波
の
29
年
」＝
期
６
月

24
日（
日
）ま
で　
※
休
館
＝
月
曜（
祝
日

の
場
合
は
開
館
）、
祝
日
の
翌
日
、
５
月

１
日
は
開
館
　
内
高
杉
家
に
伝
世
し
た

資
料
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】▽
展
示
解
説
＆
境
内

見
学
＝
日
４
月
14
日（
土
）午
後
２
時
30

分
〜
３
時（
展
示
解
説
の
み
）、
５
月
12

日
、６
月
９
日　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

共
料
一
般
300
円
、
大
学
生
等
200
円　

問
市
立
東
行
記
念
館（
☎
284−

０
２
１
２
）

「
発
掘
さ
れ
た
山
口
」〜
山
口
県
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
巡
回
展
〜

期
４
月
14
日
〜
６
月
17
日
　
内
山
口
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
平
成
28
年
度

に
行
っ
た
発
掘
調
査
成
果
を
紹
介

【
講
演
会
・
展
示
解
説
会
】▽
日
４
月
14

日（
土
）午
後
1
時
30
分
〜
３
時
15
分
　

内
赤
間
硯
の
考
古
学　
師
岩
崎
仁
志
氏

（
山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
第

二
課
長
）

所
問
考
古
博
物
館（
☎
254−

３
０
６
１
）

川
棚
の
杜も

り

の
交
流
イ
ベ
ン
ト

●
タ
ン
ゴ
の
節
句
＝
日
４
月
28
日（
土
）

午
後
３
時
30
分
　
定
150
人
　
料
前
売
り

券
＝
一
般
３
５
０
０
円（
当
日
500
円
増
し
）、

大
学
生
以
下
２
５
０
０
円
　
申
直
接
か

電
話
で
川
棚
の
杜
へ
。

●
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
と
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
を
唄
お
う
！
＝
日
４
月
30
日（
月
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
　
定
200
人

問
川
棚
の
杜（
☎
774−

３
８
５
５
）

共
同
開
催
企
画
展『
交
流
す
る
神
々−

「
浜
出
祭
」の
原
点−

』

期
５
月
６
日（
日
）ま
で
　
所
①
太
翔
館

②
土
井
ヶ
浜
遺
跡
・
人
類
学
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
　
料
②
一
般
200
円
、
大
学
生
等
100
円

問
太
翔
館（
☎
782−

１
６
５
１
）、
土
井
ヶ

浜
遺
跡
・
人
類
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
☎
788−

１
８
４
１
）

自
然
を
体
験
し
ま
せ
ん
か

ア
ー
ス
デ
イ
関
門
２
０
１
８

日
４
月
21
・
22
日　
午
前
10
時
〜
午
後

５
時　
※
22
日（
日
）は
午
後
４
時
ま
で

内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
出
店
で
、
自
然

体
験
や
ク
ラ
フ
ト
な
ど
が
楽
し
め
る
。

22
日
は
全
国
一
斉
あ
そ
び
の
日
in
下
関

も
同
時
開
催　
※
当
日
は
交
通
規
制
あ
り

所
問
森
の
家
下
関（
☎
259−

８
５
５
５
）

「関門“ノスタルジック”海峡」
  認定　１周年記念イベント
日４月22日（日）午後２時30分〜３時　
所シーモール下関サンパティオ（竹崎町
四丁目）　内記念切手の贈呈式、史跡長
州藩前田砲台VR体験、バナナの叩き
売り実演など
問文化財保護課（☎252-3867）

日本遺産

対…対象　日…日時　期…期間　所…場所　内…内容　師…講師　定…定員
料…参加費など　持…持参する物　申…申込方法　共…共通事項　問…問合先マークの見方平成30年４月号9

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講　
座

募　
集

保　
健

こ
ど
も

福
祉
・
医
療

保
険
・
年
金

相　
談

お
知
ら
せ



海 峡 の 友 北九州市と下関市の
情報交換コーナー

日４月21・22日　いずれも午前10時30分
キックオフ　所ミクニワールドスタジアム北
九州（北九州市小倉北区浅野三丁目９番33号）
料 ▽自由席＝一般2,000円（2,500円）、小学生〜
高校生500円（800円）　 ▽中央席＝一般4,000
円（4,500円）、小学生〜高校生2,000円（当日
同額）　 ▽２日券自由席（前売りのみ）＝一般3,500
円、小学生〜高校生1,000円　※（　）内は当
日料金　※２日券の販売は4月20日（金）まで
問北九州市市民文化スポーツ局大規模大会誘
致推進室（☎093-582-2411）

HSBCワールドラグビー
女子セブンズシリーズ　北九州大会

や
ま
ぐ
ち
バ
ス
博

　
公
共
交
通
利
用
促
進
イ
ベ

ン
ト「
や
ま
ぐ
ち
バ
ス
博
」を

本
市
で
開
催
し
ま
す
。　

日
４
月
22
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
３

時
30
分
　
所
ゆ
め
タ
ウ
ン
長
府
駐
車
場

（
市
内
ゆ
め
タ
ウ
ン
）
　
内
バ
ス
と
の
綱

引
き
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
警
察
音
楽
隊

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
。
※
一
部
の

参
加
型
イ
ベ
ン
ト
は
当
日
配
布
の
参
加

整
理
券
が
必
要　
※
詳
細
は
山
口
県
バ

ス
協
会（
☎
083−

922−

５
０
３
１
）へ

問
交
通
対
策
課（
☎
231−

１
４
４
１
）

豊
田
ホ
タ
ル
の
里
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

４
月
の
観
察
会

①
ア
ブ
ラ
ナ
の
観
察
会
＝
日
15
日（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時　
②
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の

観
察
会
＝
日
22
日（
日
）午
後
１
時
〜
３

時　
③
カ
ニ
ム
シ
の
観
察
会
＝
日
29
日

（
日
）午
後
１
時
〜
３
時

共
対
小
学
生
以
上
の
方　
※
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
　
共
定
25
人（
先
着
順
）　

共
料
100
円
　
共
申
開
催
日
２
週
間
前
か

ら
電
話
で
受
け
付
け
。

問
豊
田
ホ
タ
ル
の
里
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

�

（
☎
767−

０
３
５
０
）

菊
川
ふ
れ
あ
い
芸
能
ま
つ
り

日
４
月
15
日（
日
）
　
▽
展
示
部
門
＝
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時　
▽
芸
能
部

門
＝
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分　
所

ア
ブ
ニ
ー
ル　
※
詳
細
は
菊
川
文
化
協

会
事
務
局（
☎
287−

０
４
３
３
）へ

問
菊
川
総
合
支
所
地
域
政
策
課

�

（
☎
287−

１
１
１
５
）

森
の
家
下
関
の
催
し

●
森
の
小
学
校
＝
対
市
内
、
近
郊
に
在

住
の
小
学
１
年
生
〜
３
年
生
　
日
▽
４

月
28
日 

午
前
10
時
〜
29
日 

午
後
４
時

しものせき海峡まつり

合戦（海上パレード）＝午後０時
30分〜１時25分／関門海峡（唐戸
沖）　 ▽八丁浜総踊り＝午前11時
10分〜午後０時10分／カモンワー
フ前
●５月４日（金）

▽巌流島フェスティバル＝午前
11時30分〜午後３時30分／巌流
島憩いの広場　※まつりの詳細
は各支所などに設置のしものせ
き海峡まつりチラシで確認を

しものせき海峡まつり
「源平船合戦」の参加者募集
　「源平船合戦」「源平武者行列」
の参加者（武者、官女など）を募
集します。
日５月３日（木）終日　申４月13
日（金）までに、電話で下関商工
会議所（☎222-3333）へ。
問観光政策課（☎231-1350）

●５月２日（水）
所赤間神宮（阿弥陀寺町）　 ▽平
家一門追悼祭・筑前琵琶＝午後
１時30分〜２時30分　 ▽安徳帝
正装参拝＝午後３時〜３時30分
●５月３日（木）

▽先帝祭・上ろう道中＝午前９
時30分〜11時30分／西部公民館〜
赤間神宮　 ▽先帝祭・上ろう参
拝＝午後１時〜３時／赤間神宮　

▽武者行列１回目＝午前９時35
分〜10時10分／グリーンモール、
２回目＝午後２時〜３時15分／
海響館前（あるかぽーと）〜カモ
ンワーフ〜姉妹都市ひろば　 ▽

源平まつり＝午前９時30分〜午
後５時／姉妹都市ひろば／源平
ドラマページェント、弓合戦な
ど　 ▽スーパージャンボふく鍋
（限定2,000食）＝午前10時30分〜
／姉妹都市ひろば横　 ▽源平船

園芸センターの催し
【展示会】
●おもと展＝日４月21・22日　●エビネ展＝
日４月21・22日　内エビネラン200点
●コンテナフラワー展〜春を彩る寄せ植えたち〜
＝期４月27日〜５月6日

【フラワーフェスティバル】
日４月22日（日）午前９時〜午後４時　内苗の
配布（午前11時／先着400人）、苗・鉢物・食べ
物販売、講習会、体験コーナー、大ビンゴゲー
ム大会（午後３時）など

【講習会】
①楽しい園芸教室〜基礎からはじめる花づくり〜
＝期４月〜平成31年３月（年６回）　 ▽１回目＝
４月17日（火）午後１時30分　※２回目以降は
都度連絡　②参考書にはない、ゼラニウムの栽
培法＝日４月19日（木）午後１時30分　③多肉
植物で遊ぼう！＝日４月22日（日）午前10時　
④下関の魅力的な野生植物について・春＝日５
月10日（木）午後１時30分　定①③20人、②④
40人（各抽選）　料①8,000円、③1,000円
共申①４月９日、②４月11日、③４月13日、
④４月24日までに、往復はがきで◯必（９㌻）を、
園芸センター（〒759-6613市内富任町五丁目７
番１号）へ。
問園芸センター（☎258-0147）

平成30年４月号 10

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講　
座

募　
集
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こ
ど
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療
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険
・
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金
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▽
５
月
26
日 

午
前
10
時
〜
27
日 

午
後

４
時
　
定
20
人（
抽
選
）
　
料
２
２
０
０

円
　
持
参
加
者
に
詳
細
連
絡
　
申
４
月

８
日（
日
）ま
で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
必（
９
㌻
）を
森
の
家
下
関

（
6
258−

４
８
６
２　
Binfo@feelkan�

kyo.com

）へ
。

問
森
の
家
下
関（
☎
259−

８
５
５
５
）

行
っ
て
み
よ
う
！

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
豊
浦
の
催
し

●
春
の
花
祭
り
＝
期
４

月
８
日（
日
）ま
で
　
内

30
万
本
の
菜
の
花
と
３

万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

が
咲
き
誇
り
ま
す
。
▽
１
日（
日
）＝
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、

ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
動
物
園　
▽
８
日（
日
）

＝
よ
さ
こ
い
演
舞

【
講
座
】オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ニ
絵
本
作
り 

花

の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
編
＝
日
４
月
15
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　
定
20
人（
先
着

順
）　
料
２
２
０
０
円
　
申
４
月
12
日（
木
）

ま
で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
に
必（
９
㌻
）を
書
い
て
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
パ
ー
ク
豊
浦（
Brefreshpark

−

toyoura@
estate.ocn.ne.jp

）へ
。

共
料
一
般
200
円
、
小
・
中
学
生
100
円　

問
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
豊
浦

�
（
☎
6
772−

４
０
０
０
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

①
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室
＝
対
硬
式
テ
ニ

ス
を
始
め
る
方
　
日
５
月
７
日
か
ら
毎

週
月
・
金
曜
日
／
午
後
７
時
〜
８
時
30

分（
全
10
回
、
雨
天
順
延
）
　
所
下
関
庭

球
場
　
定
60
人（
抽
選
）
　
料
５
０
０
０

円
　
持
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
硬
式
ラ
ケ

ッ
ト

②
婦
人
テ
ニ
ス
教
室（
硬
式
）＝
日
５
月

１
日
か
ら
１
年
間　
毎
週
火
・
木
曜
日

ス
ポ
ー
ツ

／
午
前
10
時
〜
正
午
　
所
下
関
庭
球
場

定
40
人（
先
着
順
）
　
料
月
額
１
０
０
０

円（
前
期
、後
期
の
２
回
に
分
け
て
徴
収
）

持
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
硬
式
ラ
ケ
ッ
ト

③
卓
球
教
室
＝
対
小
・
中

学
生
　
日
５
月
12
日
〜
平

成
31
年
３
月
９
日　
毎
週

土
曜
日
／
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
　
所
市
体
育
館
　
定
30
名（
先
着
順
）　

料
４
０
０
０
円
　
持
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、

ラ
ケ
ッ
ト（
持
っ
て
い
る
方
の
み
）

④
弓
道
教
室
＝
対
18
歳
以
上
で
弓
道
を

始
め
る
方
　
日
５
月
11
日
〜
６
月
29
日

毎
週
火
・
金
曜
日　
▽
昼
の
部
＝
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分　
▽
夜
の
部
＝

午
後
７
時
〜
９
時（
い
ず
れ
も
全
15
回
）

所
市
弓
道
場
　
定
各
50
人（
先
着
順
）
　

料
４
０
０
０
円　
持
靴
下
か
足
袋　
※

弓
道
具
は
協
会
貸
し
出
し
あ
り

共
申
①
②
は
４
月
20
日（
金
）、
③
は
４

月
21
日（
土
）、
④
は
４
月
25
日（
水
）ま

で
に
、
往
復
は
が
き
で
、
必（
９
㌻
）を

市
体
育
館（
〒
750−

０
０
４
１
市
内
向
洋

町
一
丁
目
12
番
１
号
）へ
。
※
③
は
学
校

名
、
携
帯
電
話
番
号
も
記
入

問
市
体
育
館（
☎
231−

２
７
２
１
）

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
催
し

①
知
的
障
害
者
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教

室
＝
対
中
学
生
以
上
で
知
的
障
害
の
あ

る
方（
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
　
日
４

月
７
・
14
・
21
・
28
日　
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分
　
定
20
人（
先
着
順
）

②
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
＝
対
障

害
者
　
日
４
月
12
・
19
・
26
日　
午
後

1
時
〜
２
時
30
分　
定
15
人（
先
着
順
）

共
持
運
動
で
き
る
服
装
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
　
共
申
①
４
月
４
日（
水
）ま
で
、
②

４
月
10
日（
火
）ま
で
に
、
直
接
か
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
で
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
6
227−

２
５
５
５
）へ
。
※
申
込
用
紙
は

申
込
先
に
設
置　
※
保
険
代
実
費

問
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
232−

１
８
４
６
）

60周年記念割引
　昭和33年に開業、開通した
火の山ロープウェイと関門ト
ンネル人道は今年で60周年。
これを記念して、関門TOPPA!
記念証、または関門TOPPA!
記念証台紙に門司港側と下関
側の両方のスタンプを押した
物を持参すると火の山ロープ
ウェイ料金を割引します。※
記念証は、関門トンネル人道
の門司港側と下関側のエレベー
ターホール内に設置するスタ
ンプを両方押して観光案内所
で提示するともらえます。
期割引適用＝４月１日〜11月
18日　※定休日毎週火・水曜
日（５月７日までは定休日なし）　
料火の山ロープウェイ割引後

料金＝大人往復450円（270円）　
小学生往復200円（120円）※（　）
内は片道料金

【火の山ロープウェイの営業時
間】午前10時〜午後５時　 ▽発
車時刻毎時00分・20分・40分
問観光施設課（☎231-1838）

関門トンネル人道・
火の山ウォーク
日４月７日（土）　 ▽集合＝午
前９時20分／下関駅観光案内
所前　 ▽解散＝正午ごろ／下
関駅観光案内所　内人道トン
ネルや火の山など約２㌔を観
光ガイドが案内　定50人（先着
順）　申４月５日（木）までに電
話で観光政策課へ。
問観光政策課（☎231-1350）

今年で還暦60歳！！

関門トンネル人道
火の山ロープウェイ

市立美術館の催し
●所蔵品展「旅立ちの日に−高校三年生
に贈る、知っておきたい下関の美術」＝
期４月22日（日）まで

【関連催事】 ▽ギャラリートーク＝日４
月14日（土）午後２時〜３時　※要観覧
受け付け
●所蔵品展「明治150年記念特別展示 狩
野芳崖とその系譜」＝期４月25日〜６月

17日　内下関長府出
身の絵師芳崖の特集
展示。

【関連催事】 ▽ギャラ
リートーク＝日４月
28日（土）午後２時〜
３時　※要観覧受け
付け
共料一般200円、大
学生100円
問市立美術館
� （☎245-4131）▲狩野芳崖《寿老・梅に

雌鷹・松に雄鷹図》（部分）

対…対象　日…日時　期…期間　所…場所　内…内容　師…講師　定…定員
料…参加費など　持…持参する物　申…申込方法　共…共通事項　問…問合先マークの見方平成30年４月号11

●
お
わ
び
と
訂
正　
市
報
し
も
の
せ
き
３
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
９
㌻
川
棚
の
杜
の
電
話
番
号
は
、

正
し
く
は（
☎
774−

３
８
５
５
）で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」に

今
年
も
参
戦
し
ま
す

　
下
関
市
で
は
５
月
30
日（
水
）に
開
催

さ
れ
る「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」に
３
回
目

の
参
戦
を
し
ま
す
。

　
昨
年
は
、
秋
田
市
と
江
戸
川
区
と
対

戦
し
、
見
事
三
つ
巴
の
戦
い
に
勝
利
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！　
今
年
は
、

江
戸
川
区
と
の
対
戦
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」と
は
、
毎
年
５

月
の
最
終
水
曜
日
に
世
界
中
で
実
施
さ

れ
、
年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
誰
も
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
住
民
参
加
型
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
人
口
規
模
が
ほ
ぼ

同
じ
自
治
体
同
士
が
、
午
前
０
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
の
間
に
、
15
分
以
上
継

続
し
て
何
ら
か
の
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を

し
た
住
民
の「
参
加
率（
㌫
）」を
競
い
合

い
ま
す
。
※
詳
細
は
、
市
報
５
月
号
で

お
知
ら
せ
予
定
で
す

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
231−

２
７
３
９
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

対
市
内
在
住
・
在
勤

で
、
講
座
修
了
後
に

手
話
奉
仕
員
と
し
て
活
動
で
き
る
方（
高

校
生
以
上
）　
日
４
月
27
日
〜
平
成
31
年

３
月
１
日
の
毎
週
金
曜
日　
午
後
６
時

30
分
〜
８
時　
※
日
曜
日
に
も
３
回
開

催
　
所
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
内
手
話

奉
仕
員
の
技
能
・
知
識
の
習
得（
修
了
者

に
は
手
話
奉
仕
員
証
を
交
付
）　
定
30
人

（
先
着
順
）
　
料
３
２
４
０
円
　
申
４
月

１
日
〜
16
日（
消
印
有
効
）に
、
必（
９
㌻
）

を
往
復
は
が
き
で
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
〒
751−

０
８
２
３
市
内
貴
船
町
三
丁
目

４
番
１
号
）へ
。

問
障
害
者
支
援
課（
☎
231−

１
９
１
７
）

ド
リ
ー
ム
シ
ッ
プ
の
講
座

●
ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ラ

ワ
ー
を
ア
レ
ン
ジ
し

て
！
ア
ロ
マ
ワ
ッ
ク

ス
サ
シ
ェ
作
り
＝
対
18
歳
以
上
の
方
　

日
４
月
22
日（
日
）①
午
前
10
時
〜
正
午
、

②
午
後
２
時
〜
４
時
　
定
各
回
24
人（
抽

選
）　
料
１
５
０
０
円
　
持
は
さ
み
　
申

４
月
13
日（
金
／
必
着
）、
往
復
は
が
き

で
必（
９
㌻
）と
希
望
す
る
時
間
帯（
①
②
）

を
、
ド
リ
ー
ム
シ
ッ
プ（
〒
750−

０
０
１

６
市
内
細
江
町
三
丁
目
１
番
１
号
）へ
。

問
ド
リ
ー
ム
シ
ッ
プ（
☎
231−

１
２
３
４
）

講　
座

防
火
管
理
講
習

対
▽
防
火
管
理
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
防
火
対
象
物
に
お
い
て
、
防
火

管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
管
理
監
督
的
な
地
位
に
あ

る
方　
▽
資
格
取
得
を
希
望
す
る
方
　

日
▽
甲
種（
１
日
目
）・
乙
種
＝
５
月
17

日（
木
）午
前
９
時
50
分
〜
午
後
４
時　

▽
甲
種（
２
日
目
）＝
５
月
18
日（
金
）午

前
10
時
〜
午
後
４
時
　
所
市
消
防
訓
練

セ
ン
タ
ー
　
定
150
人（
先
着
順
）
　
料
４

２
０
０
円
　
申
４
月
11
日
〜
27
日（
必
着
）

に
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
受
講
料
を
添

え
て
申
し
込
み
を
。
※
申
込
用
紙
は
消

防
局
予
防
課
、
各
消
防
署
、
消
防
出
張

所
に
用
意
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

問
消
防
局
予
防
課（
☎
233−

９
１
１
３
）

リ
サ
イ
ク
ル
教
室

内【
４
月
】▽
３
・
17
日
＝
組
ひ
も
、
ゆ

き
ち
ゃ
ん
の
お
針
箱　
▽
４
・
18
日
＝

布
あ
そ
び　
▽
５
・
19
日
＝
古
布
で
小

物　
▽
６・20
日
＝
裂
き
織
り　
▽
７・

21
日
＝
布
の
リ
フ
ォ
ー
ム　
▽
８
・
22

日
＝
ガ
ラ
ス
工
芸　
▽
10
日
＝
廃
油
石

け
ん　
▽
10
・
24
日
＝
着
付
け　
▽
12

日
＝
毛
糸
で
小
物　
▽
12
・
26
日
＝
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
、
表
具　
▽
18
・
20
日
＝

古
布
で
ぞ
う
り　
▽
25
日
＝
エ
コ
ク
ッ

キ
ン
グ
　
申
４
月
１
日（
日
）か
ら
電
話

（
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）で
。

所
問
し
も
の
せ
き
環
境
み
ら
い
館

�

（
☎
252−

７
２
２
０
）

下
関
市
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

　
聴
覚
障
害
者
に
、
そ
の
場
の
話
を
即

座
に
文
字（
手
書
き
、
パ
ソ
コ
ン
）で
表

示
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援

を
行
う
要
約
筆
記
者
を
養
成
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
で
、

講
座
修
了
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

で
き
る
方
　
日
５
月
20
日
〜
平
成
31
年

１
月
20
日
の
第
１
・
３
・
５
日
曜
日（
全

18
回
）　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　
所
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
料
５
４
０
０
円
　

持W

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

indows

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
　
申
４

月
１
日
〜
30
日（
消
印
有
効
）に
、
は
が

き
か
Ｅ
メ
ー
ル
に
必（
９
㌻
）を
書
い
て
、

要
約
筆
記
し
も
の
せ
き
相
沢
昌
幸（
〒
751−

０
８
４
９
市
内
綾
羅
木
本
町
八
丁
目
２

番
13
号　
Byouyakuhikki.shim

o�
noseki@

gm
ail.com

）へ
。

●
体
験
講
座

日
４
月
15
日（
日
）午
後
１
時
〜
３
時

所
し
も
の
せ
き
環
境
み
ら
い
館
　
申
４

月
14
日（
土
）ま
で
に
前
記
の
申
込
先
へ
。

※
当
日
参
加
可

問
障
害
者
支
援
課（
☎
231−

１
９
１
７
）

動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
の
講
座

①
犬
・
猫
の
譲
渡
会
と

譲
渡
前
講
習
会

日
４
月
５
・
８
・
29
日　

▽
受
け
付
け
＝
講
習
会

…
午
前
９
時
30
分
〜
９

時
50
分
、
譲
渡
会
…
午
前
11
時
ま
で　

※
詳
細
は
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
を

②
犬
の
し
つ
け
方
教
室（
一
般
コ
ー
ス
）

菊川温泉プール
水中ウォーキング
対18歳以上の方　日４月17日〜平成31年
３月12日の火曜日 午後１時30分〜２時30
分（全40回）　内水中での歩き方や運動方
法を指導　定22人　料200円／回　※別
途プール使用料　持水泳帽子、水着　申当
日、直接受け付けで申し込み
問菊川温泉プール（☎288-2022）

事業名 対　象 日時・期間 時　間 定　員 参加料等 申込期限

春リトミック教室
2018 １歳～３歳児親子 4/12～ 6/21

木曜日（全10回）

①10：00～
	 10：45
②11：00～
	 11：45

各15組
（先着）

前納5,800円
傷害保険含む 4/10まで

認知症予防体操
2018 中高齢の方 4/17～ 7/3

火曜日（全12回）
　14：00～
	 15：00

30人
（先着） 前納3,600円 4/17まで

ホークスジュニア
ベースボール教室

①幼児
②小学１年生～	
　３年生

4/6～ 3/29
金曜日（全48回）

①16：00～
	 17：00
②17：10～
	 18：40

各40人
（先着）

①幼児クラス
　5,400円/月
②小学生クラス
　6,480円/月

随時

彦島体育館で
体を動かしませんか
共申各申し込み期
限までに、直接か
電話で、◯必（９㌻）
を彦島体育館へ。
※定員に満たない
場合は、中止の可能性あり
問彦島体育館（☎266-2226）

平成30年４月号 12

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講　
座

募　
集

保　
健

こ
ど
も

福
祉
・
医
療

保
険
・
年
金

相　
談

お
知
ら
せ



対
市
民
で
犬
の
飼
い
主
、
飼
育
予
定
者
　

日
５
月
20
日（
日
）午
後
１
時
〜
３
時
　

内
犬
の
習
性
・
飼
育
方
法
な
ど
を
モ
デ

ル
犬
を
交
え
て
学
ぶ
。
※
犬
の
同
伴
不

可　
定
30
人（
先
着
順
）

共
申
①
各
講
習
会
の
前
日
ま
で
に
、
②

４
月
１
日
〜
５
月
18
日
に
、
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
動
物
愛
護
管
理

セ
ン
タ
ー（
6
256−

６
９
５
０　
Bhkdou

but@city.shimonoseki.yamaguchi.
jp

）へ
。

問
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
263−

１
１
２
５
）

下
関
鯨
類
研
究
室「
鯨
塾
」

「
世
界
と
日
本
の
鯨
、
山
口
の
鯨
」

対
中
学
生
以
上
の
方
　
日
４
月
14
日（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
所
下
関
鯨
類

研
究
室（
田
中
町
／
市
観
光
ス
ポ
ー
ツ
文

化
部
２
階
）　
定
15
人（
先
着
順
）　
申
電

話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
下
関
鯨
類
研
究
室（
B

�

whalelabo@
gm
ail.com

）へ
。

問
下
関
鯨
類
研
究
室（
☎
250−

８
３
０
７
）

釜
山
広
域
市
交
換
職
員
に
よ
る

か
ん
た
ん
韓
国
語
講
座

対
①
入
門
＝
韓
国
語
学
習
入
門
者　
②

初
級
＝
ハ
ン
グ
ル
文
字
が
読
め
る
方
　

期
５
月
８
日
〜
８
月
28
日（
全
15
回
／
毎

週
火
曜
日
）　
①
午
後
７
時
〜
８
時
30
分　

②
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　
※
６
月
12

日
、
８
月
14
日
は
休
講
　
所
ド
リ
ー
ム

シ
ッ
プ
　
師
金キ

ム

東ド
ン

元ウ
ォ
ン（
釜
山
広
域
市
交
換

職
員
）
　
定
各
25
人（
先
着
順
）
　
持「
基

礎
か
ら
学
ぶ
韓
国
語
講
座 

初
級 

改
訂

版
」　
申
４
月
２
日
〜
17
日（
必
着
）に
、

往
復
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
必（
９
㌻
）と
希
望
コ
ー
ス
、
性
別
を

書
い
て
、
国
際
課（
〒
750−
０
０
１
８
市

内
豊
前
田
町
三
丁
目
３
番
１
号　
6
231−

９
６
５
４　
Bsskokusa@city.shimo�

noseki.yam
aguchi.jp

）へ
。

問
国
際
課（
☎
231−

９
６
５
３
）

市
民
活
動
支
援
補
助
金

申
請
団
体
を
募
集
し
ま
す

対
継
続
し
て
公
益
的
事
業
を
行
う
市
民

活
動
団
体
　
内
補
助
金
額
＝
最
大
50
万

円　
※
補
助
メ
ニ
ュ
ー
複
数
あ
り
　
申

４
月
20
日（
金
／
必
着
）ま
で
に
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
記
載
の
手
続
き
で
申
請
を
。

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
ま
ち
づ
く
り
政

策
課
、し
も
の
せ
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、

各
総
合
支
所
、
各
支
所
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
用
意

問
ま
ち
づ
く
り
政
策
課（
☎
231−

１
８
３
０
）

募　
集

介護保険の
講座・研修

介護職員初任者研修養成講座
日５月８日〜９月28日の週１日程度　午前９
時〜午後５時　所安岡病院（横野町三丁目）
定40人（先着順）　料４万5,000円　申４月16
日〜５月１日に、直接か電話で安岡病院（☎258-
3711）へ。
問介護保険課（☎231-1371）

介護福祉士実務者研修　通信課程
日５月８日〜７月20日のうち10日間　午前９
時〜午後５時　所安岡病院（横野町三丁目）
定20人（先着順）　料８万円程度　申４月２日〜
16日に、直接か電話で安岡病院（☎258-3711）へ。
問介護保険課（☎231-1371）

考古博物館の文化財講座
日４月28日（土）午後１時30分〜３時　
内演題「古代人の顔あれこれ」　定80
人（先着順）　申４月26日（木）までに、直接か電話、
ファクス、Ｅメールで◯必（９㌻）を考古博物館（6 

254-3062　Bmain@koukohaku.shimono�
seki.yamaguchi.jp）へ。
問考古博物館（☎254-3061）

市芸術文化団体育成
補助金の交付申請を
対市内の芸術文化団体で次に該当する団体　 ▽市内
で広く市民を対象とした芸術・文化活動を行ってい
る団体　 ▽団体結成後、３年以上の活動実績を有し
ている団体　 ▽構成員が10人以上で会則を制定して
いる団体　内 ▽対象事業＝広く市民に芸術・文化活
動の成果を発表することを目的に実施する事業、補
助対象経費（報償費、印刷製本費、会場使用料）の合
計金額が10万円を超え、30万円を超えない事業
（3,000円を超える入場料などを徴収する事業は対象
外）　 ▽補助金額＝１団体につき補助対象経費の２分の
１の金額（上限10万円）　定２団体程度（先着順）　
申４月２日（月）から、申請書と会則、事業計画書、
収支予算書、会員名簿を、直接か郵送で文化振興課
（〒750-0008市内田中町５番６号）へ。※申請書
は文化振興課で配布
問文化振興課（☎231-4691）

「下関港長期構想（案）」に
対する意見を募集します
　下関港は、平成３年に策定した長期構想、平成
11年に改訂した港湾計画に基づき整備が進めら
れてきました。社会経済情勢の変化や港湾の利用状況、港湾に
求められるニーズは時代とともに大きく変化していることか
ら、新たな長期構想の策定、港湾計画の改訂を検討しています。
　このたび「下関港長期構想（案）」を作成しましたので、意見
を募集します。
期 ▽閲覧期間＝４月18日〜５月18日　所 ▽閲覧場所＝港湾
局経営課、市役所本庁舎新館１階エントランス、各総合支所、
本庁の各支所　※市ホームページにも掲載　申 ▽意見提出方
法＝５月18日（金／必着）までに、郵送かファクス、Eメール
に住所、氏名（団体の場合は代表者名）、電話番号、意見等を
書いて、港湾局経営課（〒750-0066市内東大和町一丁目10番
50号　6231-4352　Bkwkeieik@city.shimonoseki.yama�
guchi.jp）へ。※閲覧場所に設置の意見提出箱への投函も可
問港湾局経営課（☎231-4352）

対…対象　日…日時　期…期間　所…場所　内…内容　師…講師　定…定員
料…参加費など　持…持参する物　申…申込方法　共…共通事項　問…問合先マークの見方平成30年４月号13

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ
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座

募　
集

保　
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こ
ど
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・
医
療

保
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・
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金
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ら
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下
関
市
芸
術
文
化
祭
文
芸
部
門
・

美
術
部
門
の
作
品
募
集
時
期
の
変
更

　
芸
術
文
化
祭
文
芸
部
門
・
美
術
部
門

の
作
品
募
集
時
期
が
変
わ
り
ま
す
。
文

芸
部
門
は
７
月
、
美
術
部
門
は
９
月
上

旬
の
募
集
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
市

報
７
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

問
文
化
振
興
課（
☎
231−

４
６
９
１
）

市
社
会
福
祉
事
業
団
の
職
員
を

募
集
し
ま
す

●
総
合
職（
介
護
、
庶
務

全
般
）　
対
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方　
▽
昭

和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方　

▽
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
持
つ

方　
▽
普
通
自
動
車
免
許（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

を
有
す
る
方　
日
試
験
日
＝
５
月
20
日

（
日
）
　
所
試
験
会
場
＝
陽
光
苑
　
内
筆

記
試
験
、
作
文
、
面
接
　
定
２
人
　
申

４
月
２
日
〜
30
日（
消
印
有
効
）に
受
験

申
込
書
を
市
社
会
福
祉
事
業
団（
〒
750−

０
０
０
５
市
内
唐
戸
町
４
番
１
号
）へ
。

※
詳
細
は
市
福
祉
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
を
。
募
集
要
項
、
申
込
書
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可　
※
問
い
合
わ
せ
は
同

事
業
団（
☎
249−

５
２
０
５
）へ

問
福
祉
政
策
課（
☎
231−
１
７
２
３
）

★
４
月
の
健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン
★（
注
）

「
朝
ご
は
ん
　
あ
た
ま
に
　
か
ら
だ
に

お
肌
に
腸（
超
）グ
ッ
ド
！
」

胸
部
健
康
診
断

対
市
内
在
住
の
40
歳（
年
度
末
年
齢
）以

上
で
胸
部
健
康
診
断
を
受
け
る
機
会
の

な
い
方
　
日
▽
４
月
10
・
12
・
13
・
17
・

20
・
26
日
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

▽
４
月
９
・
18
・
23
・
25
日
＝
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
　
所
市
役
所
本
庁
舎
新

保　
健

館
３
階
　
内
検
査
方
法
＝
胸
部
Ｘ
線
撮
影

問
健
康
推
進
課（
☎
231−

１
９
３
５
）

マ
ダ
ニ
類
に
よ
る
感
染
症
に
ご
注
意
を

　
マ
ダ
ニ
類
の
活
動
は
、

春
か
ら
秋
に
か
け
て
盛
ん

で
、
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
等
の
病
気

を
媒
介
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
マ
ダ
ニ
類
は
、１
㍉
〜
４
㍉（
吸

血
前
）の
大
型
の
ダ
ニ
で
、
主
に
森
林
や

草
地
な
ど
の
屋
外
に
生
息
し
て
お
り
、

近
く
を
通
っ
た
人
や
ペ
ッ
ト
に
付
着
し

ま
す
。
す
べ
て
の
マ
ダ
ニ
類
が
病
原
体

を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
次
の
こ
と
に
注
意
を
。

●
草
む
ら
や
や
ぶ
な
ど
に
入
る
時
に
は

長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
長
靴
の
着
用
を

▽
裾
、
袖
、
襟
な
ど
の
締
ま
っ
て
い
る

服
や
ナ
イ
ロ
ン
製
の
服
は
、
マ
ダ
ニ
類

が
侵
入
し
に
く
い
で
す　
▽
屋
外
活
動

後
は
、
マ
ダ
ニ
類
が
身
体
に
付
着
し
て

い
な
い
か
ど
う
か
確
認
を　
▽
ペ
ッ
ト

が
草
む
ら
な
ど
に
入
ら
な
い
よ
う
に
注

意
し
、
帰
宅
後
に
マ
ダ
ニ
な
ど
が
付
着

し
て
い
な
い
か
確
認
を　
▽
マ
ダ
ニ
類

に
か
ま
れ
た
場
合
、
自
分
で
つ
ぶ
し
た

り
無
理
に
取
ろ
う
と
せ
ず
、
そ
の
ま
ま

の
状
態
で
早
急
に
皮
膚
科
な
ど
の
医
療

機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
発
熱
、

消
化
器
症
状
、
発
疹
な
ど
の
症
状
が
出

た
場
合
に
も
速
や
か
に
医
療
機
関
へ
受

診
、
相
談
を

問
保
健
医
療
政
策
課（
☎
231−

１
５
３
０
）

市
民
病
院
の
教
室

●
楽た

の

塩し
お

教
室　
新
し
い

減
塩
！
〜
目
か
ら
鱗う

ろ
こ 

健

康
寿
命
の
延
ば
し
方
〜

＝
日
４
月
11
・
25
日　
い
ず
れ
も
午
後

２
時
〜
３
時
　
定
各
日
10
人（
先
着
順
）
　

料
300
円
　
申
４
月
１
日
〜
10
日
に
、
電

話
で
市
民
病
院
栄
養
管
理
部
へ
。

●
お
い
で
ま
せ
糖
尿
病
教
室
＝
日
４
月

６
・
13
・
20
・
27
日（
全
４
回
）午
後
２

時
〜
４
時
　
定
10
人（
先
着
順
）
　
持
糖

尿
病
手
帳
、
お
薬
手
帳
　
申
電
話
で
、

平
日
午
後
１
時
〜
５
時
に
内
科
外
来
へ
。

所
問
市
立
市
民
病
院（
☎
231−

４
１
１
１
）

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
職
場
な
ど
で
受
診

す
る
機
会
の
な
い
方

が
対
象
で
す
。
※
各

検
診（
健
診
）の
対
象

年
齢
は
、
年
度
末
が
基
準
日

1
若
年
基
本
健
康
診
査（
年
度
内
１
回
受

診
可
）＝
対
市
内
在
住
の
18
歳
〜
39
歳
の

方　
※
昭
和
53
年
４
月
１
日
〜
昭
和
54

年
３
月
31
日
に
生
ま
れ
た
方
は
特
定
健

康
診
査
の
対
象
の
た
め
除
く
　
日
４
月

９
・
23
日　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30

分
　
所
唐
戸
保
健
セ
ン
タ
ー　
内
診
察
、

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
血

液
検
査
　
定
20
人（
要
予
約
）
　
料
１
２

０
０
円　

2
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診（
年
度
内
１
回
受

　コースの長さは180㍍の往復です。
出場チームには事前競技説明会、希望
チームには事前練習会（場所未定）を行
います。詳細はホームページ（http://shi
monoseki-cutter.info ）で確認を。
日７月15日（日）午前８時30分〜午後
５時　所下関漁港耐震岸壁南側海域　
内 ▽区分＝一般男女（13歳以上の方）、
ジュニア（身長150㌢以上の小学生）

▽チーム編成＝８人（漕ぎ手６人、艇指
揮・艇長各１人）、補欠１人　定75チー
ム（先着順）　料（１チーム）レース＝１
万2,000円、練習会＝6,000円　※ジュ
ニアは共に無料　申４月１日〜５月15
日（消印有効）に、往復はがきに、◯必（９㌻）
とチーム名、代表者氏名、メールアド
レス、対象（一般男女、一般女子、シニア、
ジュニア）、練習希望の有無を書いて、
下関カッターレース実行委員会事務局
（〒750-0093市内彦島西山町四丁目
11番39号　下関唐戸魚市場㈱内）へ。
問水産課（☎231-1240）

６月１日〜７日
は水道週間
「水」に関する
作品募集
対市内の小・中学生　
●ポスター・絵画＝テーマ「水道」「水の
大切さ」※裏に学校名、学年、氏名を記入
●習字＝課題… ▽小学１年生〜３年生
＝「みず」／半紙　 ▽小学４年生〜６年
生＝「水道週間」／半紙　 ▽中学生＝
「貴重な水資源」／半切４分の１　※作
品の左端に学校名、学年、氏名を記入
共申４月23日〜５月16日（必着）に持
参か郵送で、上下水道局企画総務課（〒
750-8525市内春日町７番32号）へ。
●入賞作品展示＝期６月４日〜 10日
所シーモール下関（竹崎町四丁目）※作
品は返却しません
問上下水道局企画総務課（☎231-8754）

下関カッターレース

� 出場チーム募集

平成30年４月号 14
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お
知
ら
せ

（注）健康スローガンに沿って、自分に合った健康づくりに無理せず取り組みましょう。



診
可
）＝
対
市
内
在
住
の
20
、
25
、
30
、

35
、
40
、
45
、
50
、
55
、
60
、
65
、
70

歳
の
女
性
の
方
　
日
４
月
９
・
23
日　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分
　
内
問
診
、

骨
量
測
定
　
所
唐
戸
保
健
セ
ン
タ
ー

定
15
人（
予
約
制
）
　
料
300
円

共
申
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
健
康
推
進

課
へ
。

問
健
康
推
進
課（
☎
231−

１
９
３
５
）

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

対
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い

て
悩
み
の
あ
る
方
、
そ
の

家
族
　
日
４
月
27
日（
金
）

午
後
１
時
〜
３
時
30
分
　
所
市
役
所
本

庁
舎
新
館
３
階
相
談
室
　
定
４
人（
先
着

順
）　
申
４
月
24
日（
火
）ま
で
に
電
話
で

健
康
推
進
課
へ
。

問
健
康
推
進
課（
☎
231−

１
４
１
９
）

平
成
30
年
度
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

感
染
症
の
定
期
予
防
接
種

　
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
な
ど
の
感
染

症
を
予
防
し
、
重
症
化
を
防
ぐ
予
防
接

種
で
す
。
※
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん

対
今
ま
で
に
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
歴
が
な
く
、
次
に
該
当

す
る
方　
①
平
成
30
年
度
に
、
65
、
70
、

75
、
80
、
85
、
90
、
95
、
100
歳
と
な
る

方　
※
対
象
年
度
内
で
あ
れ
ば
年
齢
に

達
し
て
い
な
く
て
も
接
種
可　
②
60
歳

以
上
64
歳
ま
で
の
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

器
に
障
害（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）

の
あ
る
方
　
期
平
成
31
年
３
月
31
日（
日
）

ま
で
　
料
２
７
８
０
円　
※
対
象
者
の

う
ち
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
　
持
生

活
保
護
受
給
者
は
生
活
保
護
受
給
者
証
、

60
歳
以
上
64
歳
ま
で
の
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
に
障
害（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

程
度
）の
あ
る
方
は
身
体
障
害
者
手
帳
　

申
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
※
か
か
り
つ
け
の

医
療
機
関
が
な
い
場
合
は
健
康
推
進
課

へ
相
談
を

問
健
康
推
進
課（
☎
231−

１
９
３
５
）

受
講
し
ま
せ
ん
か

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

対
市
内
在
住
で
、
講
座
修
了
後
、
食
生

活
改
善
推
進
員（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）と
し

て
料
理
講
習
会
な
ど
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
方
　
日
５
月
〜

平
成
31
年
２
月（
全
８
回
予
定
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時
　
所
①
唐
戸
保
健
セ
ン

タ
ー　
②
菊
川
保
健
セ
ン
タ
ー　
※
15

人
未
満
の
場
合
、
１
会
場
で
の
開
催
・

会
場
変
更
の
場
合
あ
り
　
内
健
康
づ
く

り
、
栄
養
に
関
す
る
講
話
・
実
習
な
ど

定
各
会
場
20
人（
先
着
順
）
　
料
材
料
費

の
一
部
負
担
あ
り
　
申
５
月
２
日（
水
／

消
印
有
効
）ま
で
に
、
は
が
き
か
フ
ァ
ク

ス
で
、
必（
９
㌻
）を
健
康
推
進
課（
〒
750−

８
５
２
１
市
内
南
部
町
１
番
１
号　
6

235−

３
９
０
１
）へ
。

問
健
康
推
進
課（
☎
231−

１
４
０
８
）

楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い

児
童
館
の
イ
ベ
ン
ト

●
ひ
か
り
童
夢（
☎
229−

０
９
８
０
）

▽
こ
い
の
ぼ
り
作
り
＝
対
乳
幼
児
の
親

子
　
日
4
月
13
日（
金
）午
前
10
時
30
分

こ
ど
も

定
子
ど
も
25
人（
当
日
先
着
順
）　
▽
シ

ャ
ボ
ン
玉
遊
び
＝
対
乳
幼
児
の
親
子
　

日
4
月
25
日（
水
）午
前
11
時

●
ひ
こ
ま
る（
☎
266−

３
３
２
１
）

▽
親
子
こ
い
の
ぼ
り
作

り
＝
対
乳
幼
児
の
親
子

日
4
月
20
日（
金
）午
前

11
時
　
定
子
ど
も
25
人

（
先
着
順
）
　
申
４
月
２
日（
月
）か
ら
直

接
か
電
話
で
、
ひ
こ
ま
る
へ
。

●
宇
賀
児
童
館（
☎
776−

０
０
０
１
）

▽
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
遊
ぼ
う
＝
対

幼
児
の
親
子
、
小
学
生
　
日
4
月
14
日

（
土
）午
前
10
時
30
分
〜
　
内
児
童
館
の

周
辺
を
探
検
し
て
、
春
の
草
花
を
探
し

ま
し
ょ
う
。
▽
こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う

＝
対
乳
幼
児
の
親
子
、
小
学
生
　
日
４

月
21
日（
土
）午
前
10
時
30
分

　生後90日を経過した犬の飼い主は、室内・室外
飼育に関係なく、登録（犬の生涯に１回）と年１回、
狂犬病予防注射を犬に接種させなければなりませ
ん。※犬を押さえられる方が犬を連れて来場を
日 ▽豊田町＝４月11日〜13日　 ▽豊浦町＝４月16・
17日　 ▽豊北町＝４月19日〜21日　 ▽菊川町＝４
月25日〜27日　※各会場、時間、料金は集合注射
通知はがきか市ホームページで確認を　料 ▽登録
手数料3,000円（１頭／未登録の犬のみ）※集合注射
の期間中は、市と協定を締結している動物病院で
も同じ金額で注射可。事前に各動物病院に問い合
わせを　持集合注射通知はがき　※市外から下関
市へ転入する場合、前の自治体の鑑札が必要（ない
場合は再交付手数料として1,600円必要）
●次の場合、センターに連絡を

▽飼い犬の死亡、行方不明　 ▽飼い主の変更、住
所変更　※上記以外は問い合わせを
問動物愛護管理センター（☎263-1125）、各総合
支所市民生活課　 ▽菊川（☎287-4004）、 ▽豊田
（☎766-2187）、 ▽豊浦（☎772-4017）、 ▽豊北（☎
782-1925）

犬の
登録と狂犬病予防集合注射
（各総

合支所管内の日程）

骨髄バンクドナーに
登録をお願いします
　白血病などの血液疾患の患者を救うため、毎月骨髄バ
ンクドナー登録を受け付けています。
対18歳〜54歳の健康な方（骨髄提供は20歳から）　日４
月９日、５月14日、６月４日　午前９時15分〜11時　
所唐戸保健センター　申前週までに電話で保健医療政策課へ。
問保健医療政策課（☎231-1426）

登録統計調査員を募集します
　各種統計調査実施時に統計調査員として従事するため
の登録者を随時募集しています。※すぐに調査を依頼す
るものではありません
対満20歳以上の健康な方で統計調査に理解があり守秘
義務が守れる方　持写真（約４㌢×３㌢）、氏名・生年月
日・住所が確認できるもの（運転免許証、保険証など）　
申総務部総務課、各総合支所地域政策課
問総務部総務課（☎231-2413）

対…対象　日…日時　期…期間　所…場所　内…内容　師…講師　定…定員
料…参加費など　持…持参する物　申…申込方法　共…共通事項　問…問合先マークの見方平成30年４月号15
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育児・健康相談（４月）
日下表の通り　内相談担当者＝保健師な
ど　※育児相談は母子健康手帳を持参
問健康推進課（▷育児相談＝☎231-1447、
▷健康相談＝☎231-1935）
〔育…育児相談　健…健康相談〕

場　　所 日 曜
内　容
10：00

〜

12：00

唐 戸 保 健 セ ン タ ー 6 金 育

豊 北 保 健 セ ン タ ー 6 金 育

六連島漁村センター 13 金 健
10:30～12:00

新下関保健センター 16 月 育
9:30～11:00

豊田子育て支援センター 18 水 育

山 陽 保 健 セ ン タ ー 23 月 育
10:30～12:00

菊 川 保 健 セ ン タ ー 25 水 育

豊 浦 保 健 セ ン タ ー 27 金 育

育
児
学
級

●
離
乳
食
編
　
対
生
後
４

カ
月
〜
６
カ
月
ご
ろ
の
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者
　
日
所

①
４
月
25
日（
水
）＝
新
下
関
保
健
セ
ン

タ
ー
、
②
５
月
18
日（
金
）＝
唐
戸
保
健

セ
ン
タ
ー　
▽
各
日
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
ご
ろ
　
内
離
乳
食
、
育
児
に
つ
い

て
　
定
各
20
組
　
料
100
円

●
子
育
て
編
　
対
生
後
８
カ
月
〜
１
歳

ご
ろ
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
　
日
所
③

５
月
14
日（
月
）午
前
10
時
〜
11
時
35
分

＝
新
下
関
保
健
セ
ン
タ
ー
　
定
30
組

共
申
電
話
で
①
４
月
９
日（
月
）、
③
４

月
16
日（
月
）か
ら
新
下
関
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
263−

６
２
２
２
）、②
４
月
18
日（
水
）

か
ら
唐
戸
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
231−

１
２

３
３
）へ
。

問
健
康
推
進
課（
☎
231−

１
４
４
７
）

母
親
学
級

対
妊
娠
中
の
方
　
日
４
月
18
日（
水
）午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
　
所
新
下
関

保
健
セ
ン
タ
ー
　
内
妊
婦
の
食
事
、
歯

の
は
な
し
　
師
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
　

定
30
人（
予
約
制
）
　
持
母
子
健
康
手
帳

申
問
健
康
推
進
課（
☎
231−

１
４
４
７
）

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
※

17
㌻
の「
平
成
30
年
度 

定
期
予
防
接
種

実
施
一
覧
表
」の
通
り

　
か
か
り
つ
け
医
と
よ
く
相
談
し
、
計

画
的
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

接
種
を
受
け
る
際
は
、
必
ず
事
前
に
各

医
療
機
関
に
電
話
で
予
約
を
。
※
里
帰

り
な
ど
の
理
由
で
県
外
で
予
防
接
種
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
健
康
推

進
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

期
４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日
　

持
母
子
健
康
手
帳

問
健
康
推
進
課（
☎
231−

１
４
４
７
）

ふ
く
ふ
く
こ
ど
も
館
の
イ
ベ
ン
ト

●j

ジ
ャ
ン
プ

ump

で
発
散
！
イ
ヤ
イ
ヤ
期
＝
対
２・

３
歳
の
幼
児
と
保
護
者
　
日
５
月
17
日

（
木
）午
前
11
時
〜
正
午
　
内
親
子
で
ス

ト
レ
ス
を
発
散
し
よ
う
！
　
定
10
組（
抽
選
）

●
パ
パ
か
ら
習
う
！
ぺ
た
ぺ
た
ア
ー
ト

＝
対
１
歳
〜
未
就
学
児
と

保
護
者
　
日
5
月
24
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30

分
　
内
手
形
や
足
形
を
か
わ
い
く
ア
ー

ト
♪
　
定
20
組（
抽
選
）
　
料
300
円

共
申
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
上
、
4

月
20
日（
金
）ま
で
に
申
し
込
み
を
。

問
ふ
く
ふ
く
こ
ど
も
館

�

（
☎
227−

２
５
８
１
）

福
祉
医
療
費
受
給
者
証（
子
ど
も

用
）を
送
付
し
ま
す

対
市
内
在
住
の
小
学
１
年
生
〜
中
学
３

年
生（
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
24
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）※
生
活
保
護
受
給
者
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
対

象
者
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
対
象
者
な
ど
、
他
制
度
で
助
成
さ

れ
る
方
を
除
く
　
内
▽
所
得
制
限
な
し　

▽
医
療
費
の
１
割
を
助
成　
▽
４
月
１

日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
有
効　

▽
事
前
手
続
き
不
要
。
３
月
末
に
受
給

者
証
を
送
付

問
こ
ど
も
家
庭
支
援
課

�

（
☎
231−

１
９
２
８
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

受
給
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

　
現
在
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受

給
者
証
を
持
っ
て
い
る
方
、
昨
年
度
非

該
当
だ
っ
た
方
は
、
今
年
度
よ
り
更
新

手
続
き
が
不
要
で
す
。
６
月
末
に
障
害

要
件
、
所
得
要
件
を
満
た
し
た
方
は
受

給
者
証
を
、
非
該
当
の
方
は
、
非
該
当

通
知
を
発
送
し
ま
す
。
※
更
新
手
続
き

が
必
要
な
方
に
は
後
日
更
新
書
類
を
送

付
し
ま
す

問
障
害
者
支
援
課（
☎
231−

１
９
１
７
）

福
祉
は
り
・
き
ゅ
う
の
助
成
の

回
数
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
30
年
度
の
福
祉
は
り
・
き
ゅ
う

の
助
成
利
用
回
数
の
限
度
が
、
月
４
回

ま
で
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
初
検
料
の

福
祉
・医
療

助
成
も
廃
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
利
用

の
際
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
支
援
課 （
☎
231−

１
３
４
０
）

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
▽
菊
川（
☎
287−

４
０
０
３
）

　
▽
豊
田（
☎
766−

２
１
８
０
）

　
▽
豊
浦（
☎
772−

４
０
２
３
）

　
▽
豊
北（
☎
782−

１
９
２
２
）

は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術
補
助
に
は

利
用
者
証
が
必
要
で
す

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
４
月

１
日
以
降
に
、
は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術

補
助
を
受
け
る
と
き
は
新
し
い「
は
り
き

ゅ
う
事
業
利
用
者
証
」の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
平
成
30
年
度
の
助
成
利
用

回
数
の
限
度
は
月
４
回
ま
で
で
す
。
ま

た
、初
検
料
の
助
成
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

保
険
・
年
金

行政相談・人権相談・年金相談（４月）
・行政相談…国の行政機関に関する苦情、要望、意見等
　【詳細】山口行政監視行政相談センター
� （☎083-932-1100）
・人権相談…差別、暴行、虐待、セクハラ、パワハラ、
　いじめ、体罰、名誉侵害等、人権問題全般
　【詳細】山口地方法務局　下関支局（☎234-4000）
・年金相談…年金に関する事
　【詳細】山口県社会保険労務士会　下関支部
� （☎083-923-1720）
問生活安全課（☎242-0797）
内　容 日 曜 時　間 会　場

行政相談

10 火 10：00～12：00 菊川町総合福祉会館
11 水 13：00～16：00 市役所本庁舎新館５階

12 木 13：00～16：00 川中公民館長府公民館
17 火

10：00～12：00
豊浦総合支所

23 月 豊北保健センター
27 金 社会福祉協議会豊田支所

人権相談
5 木

10：00～12：00

彦島公民館
川中公民館

10 火 菊川町総合福祉会館
20 金 豊北保健センター

年金相談 11 水 13：00～16：00 市役所本庁舎新館５階
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持
国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
前
年
度

利
用
証
　
申
保
険
年
金
課
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
、
本
庁
の
各
支
所
へ
。

問
保
険
年
金
課（
☎
231−

１
６
６
８
）、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

ご
存
知
で
す
か
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク

対
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
35
歳
以
上

の
方
　
内
①
標
準
コ
ー
ス　
②
脳
ド
ッ

ク
付
コ
ー
ス
　
料
本
人
負
担
額　
①
１

万
１
６
６
０
円　
②
１
万
９
７
６
０
円
　

所
①
＝
市
立
市
民
病
院
、
市
立
豊
田
中

央
病
院
、
済
生
会
豊
浦
病
院
、
下
関
医

療
セ
ン
タ
ー
、
済
生
会
下
関
総
合
病
院
、

関
門
医
療
セ
ン
タ
ー
、
山
口
総
合
健
診

セ
ン
タ
ー（
山
口
市
）　
②
＝
市
立
市
民

病
院
、
下
関
医
療
セ
ン
タ
ー　
※
同
年

度
内
に
特
定
健
診
と
人
間
ド
ッ
ク
両
方

の
受
診
不
可
　
持
国
民
健
康
保
険
証
　

申
保
険
年
金
課
、
各
総
合
支
所
市
民
生

活
課
、
本
庁
の
各
支
所
へ
。

問
保
険
年
金
課（
☎
231−

１
６
６
８
）、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
と

学
生
納
付
特
例
の
申
請

　
４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が
月
額

１
万
６
３
４
０
円
に
な
り
ま
す
。

　
納
付
が
困
難
な
学
生
の
方
に
学
生
納

付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
請
時
点

の
２
年
１
カ
月
前
ま
で
、
学
生
期
間
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
に
承
認
さ
れ
て
タ
ー
ン

ア
ラ
ウ
ン
ド
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
方
は
、

返
送
す
る
こ
と
で
申
請
に
な
り
ま
す
。

※
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
の
年
金

受
給
額
の
計
算
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す

問
下
関
年
金
事
務
所（
☎
238−
０
０
７
１
）、

市
保
険
年
金
課（
☎
231−
１
９
３
１
）、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

●
豊
田
総
合
支
所
＝
日
４
月
20
日（
金
）

午
後
１
時
〜
４
時
　
定
６
人（
先
着
順
）
　

申
４
月
２
日
〜
20
日
に
、
電
話
で
豊
田

総
合
支
所（
☎
766−

２
０
７
９
）へ
。

●
市
民
相
談
所
＝
日
毎
週
月
・
木
曜
日

の
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時　
※
祝
日
休
み
　
定
12
人
　
申
相
談

日
の
１
週
間
前
か
ら
直
接
か
電
話
で
。

※
職
員
に
よ
る
一
般
相
談
は
平
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

問
市
民
相
談
所（
☎
231−

３
７
３
０
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
４
月
６
日
〜
15
日　
内
運
動
の
重
点　

▽
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の

確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止　

相　
談

お
知
ら
せ

▽
自
転
車
の
安
全
利

用
の
推
進　
▽
全
て

の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底　
▽
飲
酒
運
転
の
根
絶　
▽

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
推
進　
▽
反
射
材・

ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
促
進

問
生
活
安
全
課（
☎
242−

０
７
９
７
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

生
活
バ
ス
の
料
金
が
100
円
に
な
り
ま
す

　
菊
川
町
、
豊
田
町
、

豊
北
町
で
運
行
し
て

い
る
生
活
バ
ス
の
料

金
が
、
距
離
に
関
係

な
く
１
乗
車
100
円
に

な
り
ま
す
。

　
路
線
存
続
の
た
め
積
極
的
に
利
用
く

だ
さ
い
。

問
各
総
合
支
所
地
域
政
策
課　
▽
菊
川

（
☎
287−

１
１
１
５
）　
▽
豊
田（
☎
766−

１

０
５
５
）　
▽
豊
北（
☎
782−

１
９
１
４
）

ご
み
の
排
出
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　
４
月
か
ら
旧
下
関

市
内
の
一
部
地
域
で
、

こ
れ
ま
で
と
収
集
時

間
が
異
な
る
地
域
が

あ
り
ま
す
。
排
出
時

間
は
各
地
区
の
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
決
め
ら
れ
た

時
間
ま
で
に
ご
み
を
排
出
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
収
集
し
た
後
に
排
出
さ

れ
た
ご
み
は
次
回
収
集
日
ま
で
収
集
で

き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎
251−

１
１
９
４
）

依
頼
検
査
の
休
み
の
お
知
ら
せ

　
５
月
１
・
２
日
の
依

頼
検
査
の
う
ち
、
検
便

は
行
い
ま
す
が
食
品
・

井
戸
水
の
検
査
は
休
み

ま
す
。
※
５
月
７
日（
月
）以
降
は
通
常

通
り
受
け
付
け

問
試
験
検
査
課（
☎
250−

２
１
１
１
）

●「都市鉱山からつくる！みんな
のメダルプロジェクト」
　東京2020オリンピック・パラ
リンピックで使用する入賞メダル
を、小型家電から抽出したリサイ
クル金属でつくる本プロジェクト
の回収ボックスを、本庁管内12
支所、各総合支所にも設置します
ので引き続き回収にご協力を！

▽回収品目＝携帯電話・スマート
フォンの本体　※個人情報は消去
してください
●再資源化推進団体の募集
　廃品回収をする団体に奨励金を
交付しています。奨励金の申請に
は、再資源化推進団体として、事
前の登録が必要です。
対対象資源＝市内の家庭から排出
される古紙類、古布類、金属類　

▽奨励金＝回収した資源１㌔当た
り４円
問クリーン推進課（☎252-7165）

●平成30年度　定期予防接種実施一覧表●　　　　
ワクチンの種類 回数 対　象　者

四種混合
百　日　咳
ジフテリア
破　傷　風
ポ　リ　オ

１期
初回接種 ３回 生後３カ月〜 90カ月未満

追加接種 １回 生後３カ月〜 90カ月未満

二種混合
ジフテリア
破　傷　風

２期 １回 11歳〜 13歳未満

麻しん・風しん
（混合ワクチンまたは
単抗原ワクチン）

１期 １回 生後12カ月〜 24カ月未満

２期 １回 ５歳以上７歳未満で
小学校就学前の１年にある者

日本脳炎※
１期

初回接種 ２回 生後６カ月〜 90カ月未満
追加接種 １回 生後６カ月〜 90カ月未満
２期 １回 ９歳〜 13歳未満

ＢＣＧ １回 １歳未満
ヒブ 開始年齢

によって
回数が異
なる

生後２カ月〜５歳未満
小児用肺炎球菌
Ｂ型肝炎 ３回 １歳未満
水痘 ２回 生後12カ月〜 36カ月未満

（注）子宮頸がん予防ワクチンは、現在、積極的勧奨を差し控えています。当該ワ
クチンは定期予防接種に含まれるため、接種は可能ですが、希望される場合
は有効性とリスクについて主治医とご相談ください。

※積極的勧奨の差し控えにより接種機会を逃した方のうち、平成７年４月２日〜平
成19年４月１日に生まれた方で、接種日時点で20歳未満の方も対象

（　    　）
（　    　）

対…対象　日…日時　期…期間　所…場所　内…内容　師…講師　定…定員
料…参加費など　持…持参する物　申…申込方法　共…共通事項　問…問合先マークの見方平成30年４月号17
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レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
開
始
し
ま
し
た

　
３
月
か
ら
下
関
駅
北

自
転
車
駐
車
場
と
旧
下

関
英
国
領
事
館
で
貸
出・

返
却
自
由
な
ス
ポ
ー
ツ

タ
イ
プ
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
開
始
し

て
い
ま
す
。「
下
関
の
新
た
な
魅
力
」を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
※
詳
細
は
下
関

駅
北
自
転
車
駐
車
場（
☎
242−

０
０
９
９
）

へ　
▽
１
日
利
用
＝
600
円

問
交
通
対
策
課（
☎
231−

１
９
０
９
）

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
下
関

４
月
の
開
催
日
程
・
イ
ベ
ン
ト

●
海
響
ド
リ
ー
ム
ナ
イ

タ
ー
好
評
開
催
中　
●

３
月
28
日
〜
４
月
３
日

＝
西
京
波
者
結
成
８
周

年
記
念　
●
14
日
〜
19

日
＝
Ｇ
Ⅲ
オ
ー
ル
レ
デ
ィ
ー
ス
ジ
ュ
エ

ル
セ
ブ
ン
カ
ッ
プ　
●
24
日
〜
28
日
＝

B

ボ

ー

ト

O
AT B

ボ
ー
イ
カ
ッ
プ

oyCUP

【
イ
ベ
ン
ト
】▽
元
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
じ
ゃ
ん
け

ん
女
王「
田
名
部
生
来
」ト
ー
ク
ス
テ
ー

ジ
＆
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
＝
日
１
日（
日
）

第
５
Ｒ
・
第
８
Ｒ
発
売
中　
▽
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
＆
ド
リ
ー
ム
戦
出

場
レ
ー
サ
ー
公
開
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＝
日

14
日（
土
）午
後
２
時
05
分
〜　
▽
Ｗ
エ

ン
ジ
ン
お
笑
い
ラ
イ
ブ
＝
日
14
日（
土
）

第
４
Ｒ
・
第
８
Ｒ
発
売
中　
▽
天
使
の

歌
声
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
＝
日
14
日

（
土
）第
７
Ｒ
・
第
９
Ｒ
発
売
中　
▽
目

指
せ
！！
ホ
ー
ム
ラ
ン
バ
ッ
タ
ー
！！
＝
日

14
日（
土
）午
後
２
時
〜　
▽
我
が
家
お

笑
い
ラ
イ
ブ
＝
日
15
日（
日
）第
４
Ｒ
・

第
８
Ｒ
発
売
中　
▽
ボ
ー
ト
シ
ネ
マ
映

画
上
映
会「
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
／
シ
ン
グ
」＝
日

15
日（
日
）午
後
２
時
30
分
〜
、
午
後
５

時
〜　
▽
優
勝
戦
出
場
レ
ー
サ
ー
公
開

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＝
日
19
日（
木
）第
３
Ｒ

発
売
中　
▽
優
勝
者
表
彰
セ
レ
モ
ニ
ー

＆
ウ
イ
ニ
ン
グ
花
火
＝
日
19
日（
木
）第

12
Ｒ
終
了
後　
▽
海
響
ド
リ
ー
ム
ナ
イ

タ
ー
１
周
年
記
念 

由
紀
さ
お
り
・
安

田
祥
子
コ
ン
サ
ー
ト
〜
童
謡
100
年
〜
＝

日
28
日（
土
）午
後
２
時（
開
場
午
後
１
時

30
分
）／
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル（
チ
ケ
ッ

ト
特
別
価
格
２
０
０
０
円
）

共
料
入
場
料
＝
100
円

問
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
下
関

�

（
☎
246−

１
１
６
１
）

４
月
の
休
場
日

●
唐
戸
市
場
＝
日
11
日（
水
）

問
市
場
流
通
課（
☎
231−

１
４
４
０
） 

●
新
下
関
市
場
＝
日
水
・
日
曜
日
・
祝
日

問
青
果
市
場
室（
☎
256−

０
２
７
７
）

緑
の
カ
ー
テ
ン
用
ゴ
ー
ヤ
の
種
の
配
付

　
地
球
温
暖
化
対
策

事
業
の
一
環
と
し
て
、

家
庭
で
簡
単
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
※
ゴ
ー
ヤ
の
種

を
無
料
で
配
付　
※
無
く
な
り
次
第
終
了

日
４
月
21
・
22
日　
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
　
所
森
の
家
下
関（
ア
ー
ス
デ
イ
関

門
ブ
ー
ス
内
）

問
環
境
政
策
課（
☎
252−

７
１
１
５
）

環
境
に
優
し
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の

導
入
を
促
進
し
ま
す

　
消
費
電
力
が
少
な
く
長
寿
命
な
Ｌ
Ｅ

Ｄ（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）防
犯
灯
導
入
費

用
の
３
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。（
１
灯

に
付
き
６
０
０
０
円
を
限
度
）※
現
在
の

蛍
光
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
変
更
す
る
場
合

に
補
助
。
他
の
補
助
金
と
の
併
用
不
可

対
自
治
会
な
ど
　
持
交
付
申
請
書
、
見

積
書
の
写
し
、
設
置
予
定
箇
所
位
置
図
　

申
４
月
２
日（
月
）か
ら
、
随
時
受
け
付

市有財産（土地）を先着順で売却します
●物件（地番表示）／売却価格
①向洋町二丁目山21番３（宅地389.72平方㍍）／ 180万円　②長
府中六波町258番９（宅地264.14平方㍍）、長府中六波町285番18（公
園242.78平方㍍）２筆／1,039万円　③豊浦町大字川棚字古川3607
番１（宅地1,547.57平方㍍）、豊浦町大字川棚字古川3607番６（宅地
951.84平方㍍）２筆／1,449万6,000円　④豊北町大字滝部字東
2980番18（雑種地2,690.33平方㍍）、豊北町大字滝部字東山1042
番４（公衆用道路1,528.31平方㍍）、豊北町大字滝部字上ノ原2992
番６（雑種地2,141.96平方㍍）、豊北町大字滝部字上ノ原2992番10
（雑種地50.27平方㍍）４筆／2,391万円　持市有財産売払申請書、
市有財産売払申請理由書、委任状、印鑑（登録）証明書（原本）　住民
票か現在事項全部証明書（原本）　申４月23日（月）から先着順（持参）
で受け付け　※４月23日（月）受け付け分に限り、応募者が複数の
場合、後日抽選で購入者を決定　※詳細は市ホームページで確認を
申問管財課（☎231-1472）

●国有財産を売り出し中です
国有財産（土地）を先着順で購入できます。詳細は、中国
財務局のホームページで確認を。
問中国財務局下関出張所管財課（☎234-4003）

就学援助費の申請を
対市立の小・中学校、県立下関中等
教育学校（前期課程）に在籍する児童・
生徒の保護者で次に該当する方　

▽生活保護が停止・廃止になった方

▽国民年金の掛け金が免除されている方　 ▽国民健康保険料が減免され
ている方　 ▽児童扶養手当を受給されている方　 ▽就学させることが経
済的に困難な方　日４月16日〜 27日　午前９時〜午後５時（土・日曜日、
祝日を除く）※４月22日（日）は市役所本庁舎新館１階、アブニール、川棚
公民館で受け付けます　所市役所本庁舎新館１階、菊川・豊田・豊浦・豊
北教育支所、各学校（学校で受給希望の方）※期間中は市教育センターでは
受け付けていません　持印鑑、保護者名義で市内金融機関の預金通帳（ゆ
うちょ銀行の場合は通常の口座番号とは別に、振込用の口座番号が必要）、
申請理由を証明する書類（児童扶養手当の受給者は証書の写し）、世帯全員
の平成29年中の所得を証明するもの（源泉徴収票、確定申告の控えなど）
※写しを提出する場合は原本も持参を　※住民票と世帯が異なる方には、
後日必要書類の提出をお願いすることがあります　※継続して受給を希望
する方も毎年申請が必要　※期間中は平成30年度（平成29年分）の所得証
明書が発行できません
問学校教育課（☎231-1570）、各教育支所　 ▽菊川（☎287-4025）　 ▽豊
田（☎766-2802）　 ▽豊浦（☎772-2117）　 ▽豊北（☎782-1943）

平成30年４月号 18
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け
。
※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順

申
問
環
境
政
策
課（
☎
252−

７
１
１
５
）

住
宅
へ
の
創
エ
ネ
・
省
エ
ネ
機
器
の

設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
！

●
補
助
対
象
者

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

▽
市
民
、
ま
た
は
市
民
と
な
る
予
定
で

あ
る
こ
と　
▽
自
己
の
居
住
す
る
住
宅

に
、
対
象
機
器
を
設
置
す
る
こ
と　
▽

市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

●
補
助
対
象
機
器
と
補
助
金
額

　
機
器
本
体
購
入
額
の
５
分
の
１
。
た

だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
器
に
つ
い
て
上

限
額
は
次
の
通
り
。

▽
燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
＝
10
万
円　
▽
定
置
用
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
＝
８
万
円

▽
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

（
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）＝
２
万
円　
※
そ
れ
ぞ
れ

の
機
器
に
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
を

申
４
月
２
日（
月
）か
ら
、
申
請
書
に
必

要
な
書
類
を
添
え
て
、
持
参
か
書
留
・

簡
易
書
留
な
ど
の
配
達
記
録
が
確
認
で

き
る
郵
送
方
法
で
、
環
境
政
策
課（
〒
751−

０
８
４
７
市
内
古
屋
町
一
丁
目
18
番
１

号
）へ
。
※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
。

予
約
受
付
は
不
可

問
環
境
政
策
課（
☎
252−

７
１
１
６
）

平
成
30
年
地
価
公
示
価
格
が

発
表
さ
れ
ま
し
た

　
公
示
価
格
は
、
地
域
ご
と
に
標
準
地

を
選
び
、
正
常
な
価
格
を
公
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、
土
地
売
買
な
ど
の
際
に
、

取
引
価
格
の
指
標
と
な
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
課
と
各
総
合
支
所
、
各
支

所
、
各
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
※

今
年
度
か
ら
冊
子
の
配
布
は
し
て
い
ま

せ
ん

問
都
市
計
画
課（
☎
231−

１
２
９
８
）

浄
化
槽
設
置
費
用
補
助
金

対
浄
化
槽
を
設
置
す
る

個
人
　
内
み
な
し
浄
化

槽
、
く
み
取
り
便
槽
か

ら
転
換
し
て
浄
化
槽
を

設
置
す
る
個
人
に
対
し
、
工
事
費
の
一

部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
。
※
新
築

等
に
伴
う
工
事
は
補
助
対
象
外

▽
対
象
区
域　
公
共
下
水
道
の
整
備（
予

定
）区
域
、
漁
業
・
農
業
集
落
排
水
施
設

に
よ
る
処
理
区
域（
処
理
予
定
区
域
を
含

む
）を
除
く
全
市

▽
対
象
建
物
＝
専
用
住
宅
な
ど　
▽
対

象
規
格
＝
10
人
槽
以
下
の
浄
化
槽　
▽

補
助
金
額
＝
①
通
常
の
浄
化
槽　
▽
５

人
槽 

33
万
２
０
０
０
円　
▽
７
人
槽 

41

万
４
０
０
０
円　
▽
10
人
槽 

54
万
８
０

０
０
円　
②
高
度
処
理
型
の
浄
化
槽　

▽
５
人
槽 

44
万
４
０
０
０
円　
▽
７
人

槽 

48
万
６
０
０
０
円　
▽
10
人
槽 

57
万

６
０
０
０
円　
※
み
な
し（
単
独
処
理
）

浄
化
槽
の
撤
去
を
伴
う
場
合
は
前
記
の

金
額
に
９
万
円（
上
限
額
）を
加
算

問
廃
棄
物
対
策
課（
☎
252−

０
９
７
８
）

満
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
＝

日
４
月
16
日（
月
）午
前
10
時
〜
正
午
　

師
榎
田
博
子
氏（
フ
ラ
ン
ス
国
立
園
芸
協

会
技
術
認
定
取
得
）　
定
10
人（
先
着
順
）　

料
３
０
０
０
円
　
持
は
さ
み
、
新
聞
紙
、

持
ち
帰
り
用
の
袋
　
申
４
月
９
日（
月
）

ま
で
に
電
話
で
満
珠
荘
へ
。

問
満
珠
荘（
☎
222−

１
１
２
６
）

「
山
口
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」に
よ
る

出
張
相
談
会

日
４
月
の
毎
週
火
・
水

曜
日　
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分
　
所
市

役
所
上
田
中
町
庁
舎
３

階
会
議
室　
申
前
日
ま
で
に
、
電
話
で

山
口
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点（
☎
083−

922−

３

７
０
０
）へ
。

問
産
業
振
興
課（
☎
232−

７
２
１
４
）

軽自動車税は４月１日現在の所有者に課税されます
　軽自動車税納税通知書を５月上旬に発送します。４月
１日以前に登録の変更や抹消をしたにもかかわらず、軽
自動車税納税通知書が届いた場合は、車検証返納証の写
しか解体証明書などを提出してください。

★障害のある方のために使用する軽自動車の税の減免
　障害者手帳などを持っている方のために使用する軽自動車など
に課税される軽自動車税の減免制度があります。減免を受けるこ
とのできる障害の範囲や手続き方法などは問い合わせてください。
減免を受けている方でも、障害名・等級、運転者、使用目的に変
更がある場合や車両番号を変更した場合は、改めて申請が必要です。
★災害で、著しく価値を減じた軽自動車等に対する軽自動車税の減免
　災害により、著しく価値を減じた軽自動車などに課税される軽
自動車税の減免制度があります。減免を受けることのできる車両
や手続き方法などは、問い合わせてください。

▽減免の申請期限＝５月24日（木）

問資産税課（☎231-1918）、各総合支所市民生活課　 ▽菊川（☎287-
4001）　 ▽豊田（☎766-2953）　 ▽豊浦（☎772-4012）　 ▽豊北（☎
782-1918）

マンション
アンジュール

王司神田

王司支所
公民館

郵便局

Ｕ字型バリカ
を設置

至 長府 高磯交差点 491 至 小月

車両進入禁止

車両進入禁止
西中国

信用金庫

王司支所・公民館出入り口変更のお知らせ
　４月1日（日）から高磯交差点工事完了に伴い、交差点
側の出入り口が車両進入禁止となります。ご迷惑お掛け
しますが西中国信用金庫側の出入り口を利用ください。

問王司支所（☎248-0211）

対…対象　日…日時　期…期間　所…場所　内…内容　師…講師　定…定員
料…参加費など　持…持参する物　申…申込方法　共…共通事項　問…問合先マークの見方平成30年４月号19
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危
険
物
取
扱
者
試
験（
前
期
）

日
６
月
16
日（
土
）
　
所
受
験
票
で
受
験

者
に
直
接
通
知
　
内
▽
試
験
種
類
・
時

間
＝
①
甲
種
…
午
後
１
時
〜
４
時
、
②

乙
種（
第
４
類
を
除
く
全
類
）…
午
後
１

時
〜
３
時
30
分　
③
乙
種（
第
４
類
）…

午
前
９
時
30
分
〜
正
午　
④
丙
種
…
午

後
１
時
〜
２
時
45
分
　
申
申
込
期
間
＝

４
月
６
日
〜
19
日　
※
料
金
、
持
参
物
、

申
込
方
法
は
受
験
案
内
に
記
載
。
受
験

案
内
は
最
寄
り
の
消
防
署
で
配
布　
▽

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子
申
請
＝

４
月
３
日
〜
16
日

●
準
備
講
習
　
日
③
の
受
験
対
象
者
＝

５
月
30
・
31
日　
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
　
料
一
般
８
５
０
０
円
、
高
校
生
４

５
０
０
円
　
所
下
関
市
消
防
訓
練
セ
ン

タ
ー
　
定
150
人
　
申
直
接
、
市
防
災
協

会（
消
防
局
２
階
）の
窓
口
へ
。

問
市
防
災
協
会（
☎
233−

９
１
１
４
）

技
能
競
技
大
会
賞
賜
金

　
も
の
づ
く
り
技
能

を
振
興
し
、
本
市
産

業
の
活
性
化
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
技
能
競
技

大
会
賞
賜
金
を
交
付
し
ま
す
。
今
年
度
、

次
の
対
象
大
会
で
入
賞
等
し
た
場
合
、

賞
賜
金
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
大
会
の

表
彰
状
の
写
し
等
を
添
付
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
技
能
五
輪
全
国
大
会　
▽
技
能
グ
ラ

ン
プ
リ
大
会　
▽
技
能
五
輪
国
際
大
会

申
補
助
金
交
付
申
請
書
、
請
求
書　
※

様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可

問
産
業
立
地
・
就
業
支
援
課

�

（
☎
231−

１
３
１
０
）

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

口
座
振
替
に
つ
い
て
の
注
意

　
固
定
資
産
の
登

記
事
項（
名
義
、
共

有
者
、
持
分
）を
変

更
し
た
場
合
、
通

知
書
番
号
が
変
わ
り
ま
す
。
引
き
続
き

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、
金
融
機

関
で
の
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
第
２
期
分
か
ら
口
座
振
替
希
望
の
場

合
の
申
込
期
限　
▽
市
内
の
金
融
機
関

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）＝
６
月
29
日

（
金
）　
▽
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
市
外
の
金

融
機
関
＝
５
月
31
日（
木
）

問
納
税
課（
☎
231−

１
９
１
４
）

４
月
の
献
血

●
ゆ
め
シ
テ
ィ
献
血
の
日

＝
日
21
日（
土
）午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
15
分
〜

４
時

●
26
日（
木
）＝
午
前
10
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
４
時
／
豊
北
保
健
セ
ン
タ
ー

※
全
日
程
400
㍉
㍑
献
血
限
定

問
保
健
医
療
政
策
課（
☎
231−

１
４
２
６
）

固定資産税・都市計画税の
　　納税通知書を発送します
　平成30年度の固定資産税・都市計画税の納税通知書を４月上旬に発
送します。納期限までに納付を。

●平成30年度から様式が変わります
　固定資産税・都市計画税納税通知書（窓口払用・口座振替用）、窓
口払用納付書と固定資産（土地・家屋）課税明細書（物件を一定数以
上所有の方のみに送付）の様式が変わります。※窓口払用の納税通
知書には、全期用と各期用の納付書をとじずに同封　※領収証書の
紛失防止のため、納税通知書の13㌻に領収証書保管シートを設けて
います。領収証書をシートの所定の位置にのりで貼り、保管してく
ださい　※平成30年度から、コンビニエンスストアで納付可能です。
ただし、期限を過ぎた納付書やバーコードが表示されていない納付
書は使用不可

●マンションの土地・家屋、償却資産の納税通知書を一つにまとめます
　分譲マンションなどの土地・家屋、償却資産に掛かる固定資産税・
都市計画税については、従来別々に納税通知書を送っていましたが、
平成30年度から原則として一つの納税通知書にまとめています。
※償却資産とは、事業のために用いる土地・家屋以外の固定資産（構
築物、機械、備品など）です

●固定資産税・都市計画税の納期限
第１期＝５月１日（火）　
第２期＝７月31日（火）　
第３期＝12月26日（水）　
第４期＝平成31年２月28日（木）

問資産税課（☎231-1918）、各総合支所市民生活課　 ▽菊川（☎287-
4001）　 ▽豊田（☎766-2953）　 ▽豊浦（☎772-4012）　 ▽豊北（☎
782-1918）

市税の夜間・休日納税窓口の廃止
　平成30年度から夜間・休日納税窓口を廃止します。今後、
夜間、休日の納税はコンビニ納付を利用してください。納税
の相談は、早めに納税課まで。

市税のコンビニ納付の開始
　平成30年度から、金融機関や郵便局に加え、全国の主な
コンビニエンスストアでも市税の納付ができるようになりま
した。
　 ▽�コンビニ納付は、バーコードが印刷されている新様式の

納付書に限る。
　 ▽�取り扱い可能なコンビニエンスストア等、詳細は�

納付書の裏面で確認を。
　 ▽旧様式の納付書は、引き続き金融機関等で利用可。

問納税課（☎231-1170）

平成30年４月号 20
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●報道広聴室の設置
　報道、広聴対応を秘書課内で一元的
に行うため報道広聴室を設置しました。
問報道広聴室（☎242-0801）	
●広報戦略課の設置
　市報の発行やシティプロモーション
（都市の魅力発信）と移住・定住の促進
のための情報発信を一体的に行うため、
市政の情報発信業務を集約し、総合政
策部内に広報戦略課を設置しました。
問広報戦略課（☎231-2951）
●防災危機管理課の設置
　大規模災害時等に対して、より強く、
しなやかに対応するための各種計画等の
策定や危機対応を一層強化するために、
市民部防災安全課を総務部に移管し、課
名称を防災危機管理課に変更しました。
問防災危機管理課（☎231-9333）
●まちづくり推進部・契約部の廃止
・まちづくり推進部
　市内全地区においてまちづくり協議会
が設立され、今後の業務は協議会の育成・
支援となることから、市民部のまちづ
くり政策課に業務を移管し、部を廃止
しました。
・契約部
　行政改革の観点から1部1課体制を
見直した結果、契約課を総務部へ移管
し、部を廃止しました。
問契約課（☎231-3138）
●地方公会計整備推進室の廃止
　当初の目的であった統一基準による財
務書類等の整備が終了したため廃止し
ました。
問財政課（☎231-1160）
●収納対策室の廃止
　総合支所、本庁管内における滞納整理
業務を一元的に行うため廃止しました。
問納税課（☎231-1170）
●まちづくり政策課・生活安全課の	
設置
　自治会等の地域コミュニティや、まち
づくり協議会による地域活動支援の効率
化を図るため、市民部内にまちづくり政
策課を、また、防犯、交通安全、消費生
活等市民生活の安全・安心に取り組むと
ともに、斎場、墓園の適正な管理を行う
ため、生活安全課を設置しました。
問まちづくり政策課（☎231-1830）
　生活安全課（☎242-0797）
●12支所の移管
　旧下関市管内にある12支所は業務上、
自治会活動と密接な関係にあるため、
自治会活動支援業務を所管する市民部
に移管しました。
問まちづくり政策課（☎231-1830）

●指導監査室の設置
　社会福祉法人や福祉施設に対する指導
監査体制をより強化し、機動的に対応す
るため、福祉政策課内に指導監査室を設
置しました。
問福祉政策課（☎231-1723）
●介護保険課の係の再編
　要介護認定申請に係る調査・審査作業
の効率化と判定結果の迅速化を図るため
に業務内容を見直し、認定係を認定事務
係と認定調査係に再編しました。
問介護保険課（☎231-3184）	
●臨時福祉給付金室の廃止
　臨時福祉給付金等に関する業務が終了
したため廃止しました。
問福祉政策課（☎231-1723）
●子育て政策課・幼児保育課・	
こども家庭支援課の設置	
　子育てを軸とした各種施策のより一層
の推進と効率的で効果的な体制を構築す
るため、こども未来部に子育てに関する
施策や児童クラブの運営を行う課として
子育て政策課を、保育園、幼稚園、こど
も園に関する施策を行う課として幼児保
育課を、こどもに関する相談、医療費助
成や各種手当に関する施策等を行う課と
してこども家庭支援課を設置しました。
また、母子保健業務については、医療関
係者の支援や保健センターとの連携強化
が必要であるため保健部に移管しました。
問子育て政策課（☎231-1353）
　幼児保育課（☎231-1722）
　こども家庭支援課（☎231-1432）
●保健医療政策課・健康推進課・	
健康危機管理室の設置
　健康危機管理体制、地域保健体制の一
層の強化、こども未来部から母子保健業
務の移管への対応と組織のスリム化によ
る効率的・機動性のある組織を構築する
ため、保健部のうち３課（保健総務課、保
健医療課、成人保健課）を２課に再編し、医
事薬事、感染症対策や健康危機管理を行う
課として保健医療政策課を、健康づくり、
成人・母子保健や精神・難病支援を行う課
として健康推進課を設置しました。また、
健康危機管理体制を強化するため保健医療
政策課内に健康危機管理室を設置しました。
問保健医療政策課（☎231-1426）
　健康推進課（☎231-1366）
●農業振興課の係の再編　
　農業の担い手の育成と農畜産物の生産
拡大を効果的に推進するために業務内容
を見直し、農業振興課の農務畜産係と園
芸係を再編し、産地振興係と担い手支援
係に変更しました。
問農業振興課（☎231-1250）

●観光スポーツ文化部（旧観光・スポー
ツ部）への名称変更と文化振興課の設置
　観光振興、スポーツ振興に文化振興
を加え、これら施策を一体的に実施す
ることで、更なる地域の活力向上や経
済の活性化を図るため部の名称を変更
し、部内に文化振興課を設置しました。
問文化振興課（☎231-4691）
●道路河川建設課・道路河川管理課の
設置と検査技術監理室の移管
　これまで道路、河川といった土木施
設別の課体制としていましたが、業務
の効率性や施設の一元管理の観点から
道路課と河川課を再編し、施設の建設
に関する業務を行う課として道路河川
建設課を、施設の管理に関する業務を
行う課として道路河川管理課を設置し
ました。また、契約部の廃止に伴い、
検査技術監理室を道路河川管理課に移
管しました。
問道路河川建設課（☎231-4034）
　道路河川管理課（☎231-1370）
●下関港ウォーターフロント開発	
推進室の設置
　下関港の魅力あふれるハイクオリティ
なウォーターフロント開発の推進を図
るため、港湾局経営課内に下関港ウォー
ターフロント開発推進室を設置しました。
問港湾局経営課（☎231-1390）

【総合支所の組織変更】
●市民生活課市民国保係の設置
　総合支所の業務の効率性の向上を図
るため市民生活課の市民係と保険年金
係を統合し、市民国保係を設置しました。
問市民生活課　 ▽菊川（☎287-4002）　

▽豊田（☎766-2079）　 ▽豊浦（☎772-
4015）　 ▽豊北（☎782-1917）
●下関北部建設事務所の設置
　総合支所管内の工事の効率的な実施
と災害等の緊急事態により迅速に対応
するため技術職員を集約した下関北部
建設事務所を設置しました。
問下関北部建設事務所（☎772-4027）
●建設農林（水産）課の設置
　下関北部建設事務所の設置に当たり、
建設課内の業務内容を見直し、工事の
設計監理については、下関北部建設事
務所が行い、各施設の管理や地籍調査
業務については、その業務を農林（水産）
課に移管し、課名称も建設農林（水産）
課に変更しました。
問建設農林課　 ▽菊川（☎287-4008）　

▽豊田（☎766-2755）
建設農林水産課　 ▽豊浦（☎772-4030）　

▽豊北（☎782-1926）

４月1日から市の組織が一部変わりました
市の組織を改正し、各種業務の窓口が一部変わりました。� 問行政管理課（☎231-1732）

対…対象　日…日時　期…期間　所…場所　内…内容　師…講師　定…定員
料…参加費など　持…持参する物　申…申込方法　共…共通事項　問…問合先マークの見方平成30年４月号21
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下
関
市
議
会
で
は
、
議
会
改
革
の
一

環
と
し
て
、
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
、

透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
領
収
書
を
含

め
た
収
支
報
告
書
を
昨
年
か
ら
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め

る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
を

行
う
な
ど
、
議
会
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、
市
民
目
線
に
立
っ
た
議
論
、

わ
か
り
や
す
い
議
会
の
実
現
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
、
議
会

の
活
動
に
関
心
を
持
ち
、
傍
聴
に
来
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
実
現
を

目
指
し
、
積
極
的
に
議
会
改
革
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
副
議
長
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
議
会
の
活
性

化
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
が
進
む
中
、
本
市
で
は
、

市
民
福
祉
の
向
上
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
そ
の
使

命
を
踏
ま
え
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
元
気
で

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
努

力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

４
つ
の
常
任
委
員
会
・ 

議
会
運
営
委
員
会
の
紹
介

　
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の

顔
ぶ
れ
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
委
員

の
所
属
会
派
名
と
委
員
会
の
所
管
部
局

を
含
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
総
合
政
策
部
、
総
務
部
、
財
政
部
、

市
民
部
、
出
納
室
、
監
査
委
員
、
選

挙
管
理
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事

項
と
、
他
の
委
員
会
の
所
管
に
属
し

な
い
事
項
を
担
当
し
ま
す
。

【
委
員
長
】 

浦
岡　
昌
博（
公
）

　
当
委
員
会
は
、
総
合
政
策
部
を
初
め

と
し
て
市
政
の
方
向
性
を
示
す
重
要
な

部
署
を
所
管
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
よ
り
、
本
庁
舎
本
館
が
解
体
さ

れ
、
新
庁
舎
建
設
が
着
手
さ
れ
ま
す
。

市
民
に
と
っ
て
利
便
性
が
向
上
し
、
障

害
者
・
高
齢
者
に
配
慮
の
あ
る
新
庁
舎

と
な
る
よ
う
、
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し

て
ま
い
り
ま
す
。
当
委
員
会
に
課
せ
ら

れ
た
職
責
の
重
さ
を
認
識
し
、
ど
こ
ま

で
も
市
民
目
線
で
、
市
民
の
皆
様
の
負

託
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

【
副
委
員
長
】 

星
出　
恒
夫（
み
）

　
市
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、
市
政
の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な

運
営
が
推
進
で
き
る
よ
う
な
委
員
会
運

営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
目
線
で
、
活
発
な
議
論

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
委
員
】　

福
田　
幸
博（
創
） 

平
岡　
泰
彦（
志
）

小
熊
坂
孝
司（
志
） 

濵
岡　
歳
生（
市
）

本
池　
妙
子（
無
） 

松
田　
英
二（
み
）

片
山　
房
一（
共
）

　
環
境
部
、
観
光
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
、

産
業
振
興
部
、
農
林
水
産
振
興
部
、

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
企
業
局
、
農
業
委
員

会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
を
担
当
し

ま
す
。

【
委
員
長
】 

田
中　
義
一（
み
）

　
こ
の
た
び
、
経
済
委
員
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
市
の
基
本
姿
勢
で
あ
る

「
希
望
の
街
へ　
改
革
へ
の
挑
戦
」の
も

と
、「
希
望
の
街
・
下
関
」実
現
に
向
け

た
諸
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
当
委
員

会
の
所
管
に
関
す
る「
活
力
創
出
事
業
」

「
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
」「
明
治
維
新
150
年

記
念
事
業
」に
対
し
、
市
民
の
皆
様
の
ご

意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
副
委
員
長
】 

酒
本　
哲
也（
市
）

　
当
委
員
会
は
、
産
業
の
振
興
や
観
光

振
興
、
農
林
水
産
業
の
振
興
な
ど
、
街

の
活
性
や
市
民
の
皆
様
の
生
活
に
直
結

し
た
分
野
を
所
管
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
観
光
資
源
を
有
す
る
本
市
で

も
、
本
気
の
意
識
改
革
な
く
し
て
未
来

は
あ
り
ま
せ
ん
。
委
員
長
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
全
力
で
委
員
会
活
動
に
努
め
ま
す
。

【
委
員
】　

江
原
満
寿
男（
共
） 

田
辺
よ
し
子（
無
）

戸
澤　
昭
夫（
み
） 

吉
田　
真
次（
創
）

板
谷　
　
正（
志
） 

恵
良
健
一
郎（
公
）

総
務
委
員
会

経
済
委
員
会

議会だより
第１回定例会

議会の情報は下関市の
ホームページから

http://www.city.shimonoseki.lg.jp

皆さんの声を市政に
議会の新体制がスタート！
　第１回定例会初日（３月２日）に、副議長の辞職に伴う
選挙が実施され、亀田博議員が副議長に就任しました。

議長　戸澤昭夫

副議長　亀田 博
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◆今後の予定◆
　５月臨時会と６月定例会が予定されましたのでお知
らせします。なお、この日程は予定であり、今後変更
となることがあります。
第１回臨時会（５月）

日 曜日  会議など
21 月 本会議（提案説明など）常任委員会
22 火 常任委員会
23 水 本会議（表決など）

第２回定例会（６月）
日 曜日  会議など
7 木 本会議（提案説明など）
8 金 常任委員会

９・10 土・日 休会
11〜 13 月〜水 常任委員会
14 木 休会（整理日）
15 金 本会議（一般質問）

16・17 土・日 休会
18〜 21 月〜木 本会議（一般質問）
22 金 本会議（表決など）

　
福
祉
部
、
こ
ど
も
未
来
部
、
保
健

部
、
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る

事
項
を
担
当
し
ま
す
。

【
委
員
長
】 

香
川　
昌
則（
み
）

　
当
委
員
会
は
、
下
関
市
が
直
面
し
て

い
る
多
く
の
課
題
の
中
で
、
暮
ら
し
に

身
近
で
ひ
と
に
関
わ
る
課
題
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
が
加
速
し
て

い
る
現
状
に
お
い
て
、
課
題
を
先
送
り

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
委
員
会

と
し
て
は
、
ひ
と
に
優
し
く
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
副
委
員
長
】 

前
東　
直
樹（
公
）

　
福
祉
や
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境
の

充
実
を
は
じ
め
、
地
域
医
療
の
あ
り
方

な
ど
、
今
後
の
市
民
生
活
に
身
近
な
重

要
政
策
を
担
当
い
た
し
ま
す
。
充
実
し

た
議
論
を
通
じ
て
市
民
の
皆
様
に
お
応

え
で
き
る
よ
う
、
委
員
長
を
補
佐
し
委

員
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
委
員
】　

亀
田　
　
博（
創
） 

山
下　
隆
夫（
市
）

林　
　
　
透（
み
） 

安
岡　
克
昌（
志
）

桧
垣　
徳
雄（
共
） 

村
中　
克
好（
志
）

藤
村　
博
美（
公
）

　
建
設
部
、
都
市
整
備
部
、
港
湾
局
、

上
下
水
道
局
、
消
防
局
の
所
管
に
属

す
る
事
項
を
担
当
し
ま
す
。

【
委
員
長
】 

関
谷　
　
博（
志
）

　
当
委
員
会
は
、
市
民
の
皆
様
、
誰
も

が
出
歩
き
や
す
い
、
快
適
な
住
環
境
を

確
保
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
世
帯
な
ど

の
若
者
層
に
も
魅
力
的
な
ま
ち
に
す
る

た
め
提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
や
災

害
に
強
い
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

の
取
り
組
み
に
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
下
関
市
の
重
点
施
策
で
あ

る「
下
関
港
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発

推
進
事
業
」に
つ
い
て
、
調
査
研
究
し
て

ま
い
り
ま
す
。

【
副
委
員
長
】 

井
川　
典
子（
創
）

　
市
民
の
生
活
や
安
全
に
直
結
す
る
委

員
会
で
す
。

　
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
委
員
会
が
活
発

に
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う

し
っ
か
り
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
委
員
】　

近
藤
栄
次
郎（
共
） 

林　
真
一
郎（
志
）

菅
原　
　
明（
市
） 

木
本　
暢
一（
み
）

江
村　
卓
三（
み
） 

平
田　
陽
道（
公
）

　
議
会
運
営
、
議
会
の
会
議
規
則
、

委
員
会
に
関
す
る
条
例
、
議
長
の
諮

問
な
ど
に
関
す
る
事
項
を
担
当
し
ま
す
。

【
委
員
長
】 

吉
田　
真
次（
創
）

　
当
委
員
会
の
主
な
担
当
事
項
は
右
の

通
り
で
す
。
円
滑
な
議
会
運
営
を
行
う

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
調
整
を
行
い

つ
つ
、
さ
ら
な
る
議
会
改
革
や
議
会
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
議
会
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
よ

り
一
層
、
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
く

た
め
に
も
、
わ
か
り
や
す
い
議
会
、
信

頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
皆
様
の
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
副
委
員
長
】 

松
田　
英
二（
み
）

　
当
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
毎

年
開
催
し
て
い
る「
市
民
と
議
会
の
つ
ど

い
」に
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す

と
と
も
に
、
わ
か
り
や
す
く
開
か
れ
た

市
議
会
に
す
べ
く
、
議
会
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

【
委
員
】　

近
藤
栄
次
郎（
共
） 

林　
　
　
透（
み
）

浦
岡　
昌
博（
公
） 

安
岡　
克
昌（
志
）

濵
岡　
歳
生（
市
） 

板
谷　
　
正（
志
）

前
東　
直
樹（
公
）

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
消
防
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

※
委
員
は
期
別
年
齢
順
に
掲
載
。
正
式

な
会
派
名
は
次
の
通
り
で
す
。

み
…
み
ら
い
下
関

志
…
志
誠
会

公
…
公
明
党
市
議
団

市
…
市
民
連
合

創
…
創
世
下
関

共
…
日
本
共
産
党
下
関
市
議
団

無
…
無
所
属

傍
聴
時
の
駐
車
料
金
に
つ
い
て

　
市
役
所
立
体
駐
車
場

を
利
用
し
て
議
会
の
本

会
議
や
委
員
会
を
傍
聴

さ
れ
る
方
は
、
駐
車
料

金
を
減
免
し
ま
す
の
で
、

駐
車
券
を
お
持
ち
の
う
え
、
傍
聴
受
け

付
け
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
議
会
事
務
局
議
事
課

☎
231−

４
１
２
１（
直
通
）

6
234−

５
１
７
１

Bgkgijika@
city.shim

onoseki.
yam

aguchi.jp
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館
／
無
料
／
☎
090−

５
０
９
２−

５
３
２
３
）

▼
５
日
＝W

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

ELFARE H

ハ
ッ
ク

ACK D

デ

イ

AY

−

子

ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て−（
午
後
６
時
／
ル

ナ
カ
フ
ェ
／
無
料
／
☎
262−

１
７
５
５
） 

▼
７
日
＝
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

（
午
前
９
時
30
分
／
北
部
公
民
館
／
☎
256−

５
８
６
２
）

▼
７
日
＝「
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
電
話
相

談（
多
重
債
務
・
相
続
登
記
・
空
き
家
・
養

育
費
問
題
）会
」（
午
前
10
時
／
☎
０
１
２
０−

003−

821
）

▼
７
日
＝
ハ
イ
ム
の
お
う
ち
マ
ル
シ
ェ（
午

前
10
時
／
コ
ス
パ
内
住
宅
展
示
場
セ
キ
ス

イ
ハ
イ
ム
の
お
家
／
無
料
／
☎
080−

６
３
２

０−

０
４
１
８
） 

▼
８
日
＝
し
も
の
せ
き
環
境
み
ら
い
館
の

催
し（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
…
午
前
８
時
〜

午
後
１
時
、
牛
乳
パ
ッ
ク
で
は
が
き
作
り

な
ど
…
午
前
10
時
／
無
料〈
一
部
有
料
〉／

☎
252−

７
２
２
０
）

▼
８
日
＝「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
楽
し
む
会
」

４
月
例
会（
午
後
２
時
／
フ
ロ
イ
デ
彦
島
／

一
般
800
円
、高
校
生
400
円
／
☎
252−

２
９
７
２
）

▼
10
・
24
日
＝
高
齢
者
障
が
い
者
の
た
め

の
弁
護
士
電
話
法
律
相
談（
午
前
10
時
／
無

料
／
☎
083−

920−

８
７
３
０
）

▼
11
日
〜
16
日
＝
春
の
ほ
っ
と
な
パ
ス
テ

ル
画
展（
午
前
９
時
／
植
木
紙
店
ギ
ャ
ラ
リ
ー

／
無
料
／
☎
271−

１
０
１
７
）

▼
11
・
25
日
＝
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
岡

施
設
見
学
会（
午
後
１
時
30
分
／
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
福
岡
／
無
料
／
☎
093−

641−

６
９

０
９
）

▼
11
・
25
日
＝
英
語
で
楽
し
く
ス
ピ
ー
チ

を
学
ぼ
う（
午
後
６
時
30
分
／
梅
光
学
院
大

学
本
館
5
階
502
教
室
／
見
学
無
料
／
☎
090−

１
３
３
３−
７
４
６
５
） 

▼
12
日
〜
14
日
、
26
・
27
日
＝
唐
戸
朝
市

（
午
前
９
時
／
唐
戸
商
店
街
／
☎
222−

７
０

３
０
）

▼
13
・
14
日
＝
山
口
県
立
大
学 

桜
の
森
ア

カ
デ
ミ
ー
子
育
て
支
援
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス

説
明
会（
13
日
…
午
後
４
時
、
14
日
…
午
後

２
時
／
や
ま
ぐ
ち
県
立
大
学
地
域
共
生
セ

ン
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
室
１
／
☎
083−

928−

３
５

６
２
）

▼
14
・
21
日
＝
好
き
な
本
を
紹
介
し
合
う

「
持
ち
寄
り
本
の
集
い
」（
午
後
１
時
／
14
日

…
彦
島
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室
、
21
日
…

中
央
図
書
館
４
階
多
目
的
室
／
無
料
／
☎

090−

６
８
４
８−

６
６
８
０
）

▼
15
日
＝「
子
育
て
の
方
へ
の
家
づ
く
り
教

室
」（
午
前
10
時
／
長
府
東
公
民
館
第
２
研

修
室
／
無
料
／
☎
245−

１
１
６
３
）

▼
15
日
＝
山
口
ギ
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
▽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル〈
午
前
11
時
30
分
／

無
料
〉　
▽
バ
ク
・
キ
ュ
ヒ
コ
ン
サ
ー
ト〈
午

後
５
時
／
一
般
３
０
０
０
円
、
学
生
１
０

０
０
円
〉／
ド
リ
ー
ム
シ
ッ
プ
風
の
ホ
ー
ル

／
☎
090−

６
８
３
８−

２
９
５
４
）

▼
19
日
＝
平
日
の
読
書
会「
は
ま
ゆ
う
」（
午

前
10
時
／
中
央
図
書
館
４
階
多
目
的
室
／

無
料
／
☎
231−

２
７
６
６
）

▼
22
日
＝
茜
屋
出
雲
流
松
初
春
会
舞
踊
の

会（
午
後
０
時
30
分
／
ド
リ
ー
ム
シ
ッ
プ
海

の
ホ
ー
ル
／
無
料
／
☎
090−

１
０
１
０−

５

４
０
１
）

▼
24
日
＝
源
平
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
午
後
６
時

／
赤
間
神
宮
龍
宮
殿
／
大
人
１
０
０
０
円

／
☎
231−

４
１
３
８
） 

市民の

広場

　
掲
載
記
事
は
市
の
主
催
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
各
主
催
者
に
内

容
を
確
認
の
上
、
自
身
の
責
任

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

４月の
催し

▼
１
日
＝
下
関
一
芸
大
会（
午
前
９
時
30
分

／
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
／
無
料
／
☎
222−

１

５
１
５
）

▼
１
日
＝
絃
栄
会
民
謡
大
会（
午
前
10
時
30

分
／
ド
リ
ー
ム
シ
ッ
プ
海
の
ホ
ー
ル
／
無

料
／
☎
252−

５
９
１
１
）

▼
1
・
７
・
８
日
＝
誰エ

ヒ
メ
ア
ヤ
メ

故
草
の
展
示
・
鑑

賞
と
説
明
会（
午
前
９
時
／
１
日
…
川
棚
公

民
館
、
７
・
８
日
…
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー

ク
豊
浦
展
示
園
／
無
料
／
☎
090−

９
７
３

６−

６
４
１
３
）

▼
１
日
〜
15
日
＝
海
峡
ゆ
め
タ
ワ
ー
で
イ
ー

ス
タ
ー
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト（
午
前
９
時
30
分
／

海
峡
ゆ
め
タ
ワ
ー
／
☎
231−

５
８
７
７
）※

要
入
場
料
、
小
学
生
以
下
の
み
参
加
可

▼
１
・
20
・
25
日
＝
映
画
鑑
賞
会（
午
後
１

時
30
分
／
１
日
…
長
府
東
公
民
館
、
20
日

…
彦
島
公
民
館
、
25
日
…
勤
労
福
祉
会
館

／
無
料
／
☎
080−

６
２
４
２−
８
５
０
８
）

▼
２
日
＝「
表
示
登
記
の
日
」無
料
相
談
会

（
午
前
９
時
／
市
役
所
本
庁
舎
新
館
１
階
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
／
☎
083−

922−

５
９
７
５
）

▼
２
日
〜
27
日
の
毎
週
月
・
金
曜
日
＝
ね

ん
り
ん
健
康
麻マ

ー
ジ
ャ
ン雀
を
楽
し
む
会（
午
前
９
時

／
勤
労
福
祉
会
館
／
１
日
600
円
／
☎
090−

８

０
６
７−

２
６
５
４
）※
見
学
無
料

▼
３
日
〜
９
日
＝
写
真
展「
関
門
ノ
ス
タ
ル

ジ
ッ
ク
海
峡
」（
午
前
９
時
30
分
／
に
し
し

ん
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
無
料
／
☎
070−５
５
１
８−

１
５
９
５
）※
３
日
は
正
午
〜

▼
４
日
〜
９
日
＝
切
り
絵
・
版
画
展（
午
前

10
時
／
植
木
紙
店
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
無
料
／

☎
252−

１
６
４
２
）

▼
４
日
〜
25
日
の
毎
週
水
曜
日
＝
ふ
く
ふ

く
健
康
麻マ

ー
ジ
ャ
ン雀
教
室（
午
後
１
時
／
彦
島
公
民

▼
28
日
＝
源
氏
物
語
を
読
む
会（
午
後
１
時

30
分
／
し
も
の
せ
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

／
１
０
０
０
円
／
☎
090−

７
９
７
７−

８
６

１
０
）

▼
29
日
＝
鬼
ヶ
城
祭
り（
午
前
９
時
30
分
／

鬼
ヶ
城
／
無
料
／
☎
775−

４
１
８
２
）※
弁

当
、
飲
み
物
な
ど
持
参　
※
雨
天
中
止

▼
30
日
＝
民
謡
藤
永
会（
午
前
11
時
／
ド
リ
ー

ム
シ
ッ
プ
海
の
ホ
ー
ル
／
無
料
／
☎
267−

８

２
７
４
）

４
月
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▼
１
・
15
日
＝
唐
戸
ふ
れ
あ
い
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト　
▼
14
日
＝
唐
戸
朝
市
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト（
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
／
カ
ラ
ト

コ
ア
前
ふ
れ
あ
い
広
場
／
☎
228−

３
３
１
２
）

▼
１
日
〜
29
日
の
毎
週
日
曜
日
＝
ふ
く
ふ

く
フ
リ
マ−

空
き
店
舗
で
フ
リ
マ（
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
／
豊
前
田
町
二
丁
目
４
番

３
号
コ
ー
ポ
山
中
／
☎
090−

７
５
４
２−

５

９
４
２
）

情
報
募
集
！

対
申
し
込
み
不
要
、
当
日
参
加
で
き

る
催
し
、
掲
載
希
望
月
の
も
の
に
限

る
。
申
掲
載
希
望
号
の
発
行
35
日
前

ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙
で
提
出
。

▽
次
の
締
め
切
り
は
６
月
号
で
４
月

27
日（
金
）。
用
紙
は
広
報
戦
略
課
、

各
総
合
支
所
に
用
意
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
電
子
申
請
可
。
※
応
募
者
多

数
の
場
合
は
後
援
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
抽
選

25 平成30年４月号



しものせきしものせき
トピックストピックス

　子どもたちへの思い出づくりに、菊川地区まちづくり
協議会の主催で「キッズフェスタ2018」が２月25日、アブ
ニールでありました。
　呼び物の赤ちゃんによる「はいはいレース」（表紙）をは
じめ、射的などの「あそび屋台」や楽しい「実験教室」など
で子どもたちが楽しみました。

　環境にやさしいバイオマス発電所が下関港西山地区（彦島
迫町）に建設されることになり、２月20日、土地契約に関す
る覚書の調印式が行われました。輸入木質ペレットを燃
料に火力発電を行い、木質燃料の発電所としては国内最
大級の発電出力。2019年６月に着工、2022年１月の運
転開始を予定しています。
　年間発電量は下関市全世帯数を
まかなえる一般家庭約14万世帯分に
相当します。経済波及効果は、20
年間で約200億円を見込んでいます。

　本州と九州とを結ぶ関門トンネルが開通60周年を迎
え、３月10日、記念イベントが開催されました。下関
市側の関門トンネル人道の入り口では、集まった方に
エコバッグなどの記念品が配られました。
　関門トンネルは昭和33（1958）年３月９日に開通、３
月10日より共用開始し、日々約１万人が通勤、通学な
どで利用しています。

　２月22日、下関市と「高齢者見守り隊」の協定を交わし
た（１月11日）「株式会社丸喜」による移動スーパー「とくし丸」
第１号が出発しました。移動スーパー「とくし丸」事業は、
近所にスーパーなどがなく日常の買い物に不自由してい
る高齢者の方などの支援や高齢者の見守りを行い、高齢
になっても安心して暮らせる環境をつくっていこうとい
うものです。

楽しい思い出に「キッズフェスタ2018」

下関港西山地区に
バイオマス発電所 関門トンネル　開通60周年！

移動スーパー「とくし丸」第１号出発！

どうなるのかな？ 興味津々の実験教室
（食べ物に入っている着色料について）

400品目、1,200品を積んだ「とくし丸」

下関市と下関バイオマスエナジー合同会社による
土地契約の調印式（２月20日、下関市役所）

燃料となる木質ペレット
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図書館司書の仕事 Vol.12
～中央図書館～

book

本
library

中央図書館からの “イチ押し”の２冊

４月の図書館行事

　このたび、下関市立図書館基本計画ができま
した。これからの５年間、市民のための図書館
としてどのように歩んでいくか、その方向性を
定めるための計画です。
　中央図書館５階カウンターは、さまざまなジ
ャンルの資料を案内する、いわば図書館サービ
ス窓口の要。気軽に声を掛けやすい雰囲気作り
にも努めています。５階カウンター近くにはパ
ソコン関連コーナーや季
節テーマコーナーも展開
中！　シニアライフを応
援するコーナーもあり、
随時新刊と入れ替えてい
ます。
　本棚の森でお気に入り
を見つける探検（ブラウ
ジング）はいかがですか？

そ
う
だ
！

図
書
館
に
行
こ
う
！！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る

本
を
紹
介
！
　
さ
ら
に
、
市
立
図
書
館
各
館
の
紹

介
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
も
紹
介
し
ま
す
。

『おちゃめな老後』
� 著者：田村 セツコ
� 発行元：WAVE出版
� 発行年：2013年

『ほんほん本の旅あるき』
� 著者：南陀楼 綾繁
� 発行元：産業編集センター
� 発行年：2015年

　著者の田村セツコさん、現在80歳。
パフスリーブとフレアスカートがお
似合いの現役イラストレーターが、
75歳でつづったエッセイです。
　ダブル介護や仕事上のトラブル…
そんな時も日々の小さな幸せに目を
向け、軽やかに年齢を重ねてきた著
者の姿勢は、前向きで元気！　そし
てなんといってもカワイイ！
　彼女のように「おちゃめ」に生き抜
きたい方、「私らしい！」といえる暮
らしを目指す方にお薦め。

●休館日＝２・９・16・23・27・
29・30日　※中央図書館は27日
のみ
●中央図書館（☎231-2226）

▽ ６・20日＝乳幼児と保護者向
けおはなしの会（午前10時）　 ▽

７・14・21・28日＝おはなしの
会（午後２時）
●彦島図書館（☎266-5086）

▽28日＝おはなしのじかん（午前
10時30分）
●長府図書館（☎245-0328）

▽ ７・14・21・28日＝おはなし
のじかん（午前11
時／ 28日は幼児
向け）※長府図書
館には駐車場なし 下関市立図書館基本計画

●菊川図書館（☎287-0102）

▽７日＝おはなしのじかん（午後
２時）
●豊田図書館（☎766-3432）

▽７日＝おはなしの会（午前10時
30分）　 ▽21日＝おはなしのじか
ん（午前10時30分）
●豊浦図書館（☎775-4180）

▽７日＝ブックリサイクル（午前９
時30分）　 ▽14日＝おはなしのじ
かん（午前10時30分）
●豊北図書室（☎782-1718）

▽14日＝おはなしのじかん（午前
10時30分）　 ▽28日＝雑誌リサイ
クル（午前９時）

　図書館での本の探索（ブラウジン
グ）に対し、この本はその逆バージョ
ン体験記と言えるかもしれません。
ブックイベント「一箱古本市」の発案
者である著者が日本各地を巡ります。
　図書館や書店にふらっと立ち寄っ
たり、ご当地の雑誌や郷土本を通じ
て土地の人々と交流を楽しんだりと、
旅のスタイルはとても自由。下関の
お隣の北九州市や長門市も登場。
　観光地巡りに物足りなくなった本
好き、旅好きの方、必読です。

△下関市立図書館
　 ＱＲコード

問
中
央
図
書
館

�

☎
231−

２
２
２
６

27 平成30年４月号



しものせき

キッズページ
しものせき

キッズページ
動
ど う

物
ぶ つ

愛
あ い ご

護管
か ん り

理センターで
お仕

し

事
ご と

体
た い

験
け ん

！！ 2
今
こん

回
かい

も、動
ど う ぶ つ あ い ご か ん り

物愛護管理センター
（動

どう

物
ぶつ

ふれ愛
あい

ランド下
しものせき

関）に行
い

って
お仕

し ご と た い け ん

事体験をしたよ！

このページは、小
しょう

・中
ちゅうがくせい

学生に向
む

けて小
しょう

学
がく

生
せい

によるさまざまな仕
し ご と

事体
たい

験
けん

を紹
しょう

介
かい

しま
す。記

き

事
じ

は梅
ばい

光
こう

学
がく

院
いん

大
だい

学
がく

子
こ

ども学
が く ぶ

部子
こ

ど
も未

み ら い

来学
が っ か

科の学
がく

生
せい

が作
つく

っています。

子こ
い
ぬ犬
を
き
れ
い
に
シ
ャ
ン
プ
ー

　
今こ

ん

回か
い

は
、
ま
ず
、
子こ

い
ぬ犬
た
ち
を

お
風ふ

呂ろ

に
入い

れ
て
き
れ
い
に
す
る

仕し
ご
と事
の
手て

つ
だ伝
い
。
交こ

う

代た
い

し
な
が
ら

子こ
い
ぬ犬
に
シ
ャ
ン
プ
ー
を
し
て
、
ド

ラ
イ
ヤ
ー
で
乾か

わ

か
し
て
あ
げ
た
よ
。

み
ん
な
子こ

い
ぬ犬
の
か
わ
い
さ
に
興こ

う

奮ふ
ん

し
な
が
ら
、
丁て

い

寧ね
い

に
洗あ

ら

っ
て
い
た

よ
。
子こ

い
ぬ犬
た
ち
も
気き

持も

ち
よ
さ
そ

う
に
し
て
い
た
よ
。

元げ
ん
き気
か
な
？ 

犬い
ぬ

の
血け

つ
え
き
け
ん
さ

液
検
査

　
犬い

ぬ

の
血け

つ
え
き
け
ん
さ

液
検
査
の
見け

ん

学が
く

を

し
た
よ
。
飼か

っ
て
く
れ
る
人ひ

と

の
と
こ
ろ
に
行い

く
前ま

え

に
、
病

び
ょ
う

気き

が
な
い
か
調し

ら

べ
て
い
る
ん

だ
。
注ち

ゅ
う
し
ゃ
き

射
器
で
血ち

を
取と

っ
て
、

「
フ
ィ
ラ
リ
ア
」っ
て
病び

ょ
う
き気
に

な
っ
て
い
な
い
か
と
か
内な

い

臓ぞ
う

が
元げ

ん
き気
か
を
調し

ら

べ
る
ん
だ
よ
。

　
み
ん
な
注ち

ゅ
う
し
ゃ射を
見み

て「
痛い

た

そ

う
」っ
て
言い

っ
た
り
、
犬い

ぬ

に「
頑が

ん

張ば

れ
」と
励は

げ

ま
し
た
り
し
て
い

た
よ
。
結け

っ
か果
は
何な

ん

の
病び

ょ
う
き気
に

も
な
っ
て
な
か
っ
た
み
た
い
。

よ
か
っ
た
ね
！

ふ
れ
あ
い
サ
ー
ク
ル
お
掃そ

う
じ除

　
犬い

ぬ

の
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ク
ル

の
お
掃そ

う
じ除
を
し
た
よ
。
一い

ち
ど度
、

全ぜ
ん

体た
い

に
水み

ず

を
流な

が

し
て
、
そ
の

後あ
と

に
水み

ず
け気
を
取と

る
ん
だ
。
み

ん
な
、
声こ

え

を
掛か

け
合あ

い
な
が

ら
、
犬い

ぬ

が
遊あ

そ

ぶ
場ば

し
ょ所
を
き
れ

い
に
し
て
く
れ
た
よ
。

私わ
た
した
ち
と
同お

な

じ
！！

　
犬い

ぬ

や
猫ね

こ

、
他ほ

か

の
動ど

う

物ぶ
つ

た
ち

も
み
ん
な
、
私わ

た
した
ち
と
同お

な

じ

よ
う
に
命い

の
ちが
あ
る
ん
だ
よ
。

　
人に

ん

間げ
ん

と
い
ろ
い
ろ
な
動ど

う

物ぶ
つ

、

み
ん
な
が
仲な

か
よ良
く
暮く

ら
し
て

い
け
る
世よ

の
中な

か

に
な
っ
た
ら

い
い
ね
。
み
ん
な
も
お
友と

も

達だ
ち

と
仲な

か
よ良
く
し
よ
う
ね
。

４月
がつ

号
ごう

の参
さんかしゃ

加者は、（前
ぜんれつひだり

列左から）川
かわなかしょうがっこう

中小学校の今
いまむらさくや

村咲哉くん、岡
おかみずほ

瑞歩さん、
大
お お い み お ん

井美音さん、有
ありみつゆう

光悠くんと編
へんしゅうきしゃ

集記者（後
こうれつみぎ

列右から２
ふ た り め

人目）萩
は ぎ わ ら あ す か

原明日香さん、
（後
こうれつひだり

列左から２
ふ た り め

人目）真
ま え だ

栄田あかりさん

　
お
さ
ら
い
だ
け
ど
、
動ど

う
ぶ
つ
あ
い
ご
か
ん
り

物
愛
護
管
理

セ
ン
タ
ー（
動ど

う

物ぶ
つ

ふ
れ
愛あ

い

ラ
ン
ド
下し

も
の
せ
き関）

っ
て
い
う
の
は
、
平へ

い

成せ
い

21
年ね

ん

４
月が

つ

に
で

き
た
施し

せ
つ設
で
、
犬い

ぬ

の
し
つ
け
方か

た

教き
ょ
う
し
つ
室
を

し
た
り
、
迷ま

よ

い
犬い

ぬ

や
猫ね

こ

を
保ほ

護ご

し
た
り
、

犬い
ぬ

や
猫ね

こ

な
ど
の
引ひ

き
取と

り
の
相そ

う

談だ
ん

を
受う

け
た
り
、
セ
ン
タ
ー
に
引ひ

き
取と

ら
れ
た

犬い
ぬ

や
猫ね

こ

を
飼か

っ
て
く
れ
る
人ひ

と

を
探さ

が

し
て

譲ゆ
ず
り
渡わ

た

し
た
り
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
よ
ね
。
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30
年
以
上
に
わ
た
り
、
視
覚
障
害
者

へ
広
報
誌
の
声
に
よ
る
情
報
提
供
を
行

う
ほ
か
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
定

期
的
に
訪
問
す
る
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け
て
き
た「
朗
読
の
会 

と

も
し
び
」が
、
福
祉
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
功
労
者
と
し
て
平
成
29
年
度
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
豊
北
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
に
も
所
属
し
、
地

域
の
方
々
を
優
し
く
包
み
込
む
よ
う
な

活
動
を
続
け
て
い
る「
朗
読
の
会 

と
も

し
び
」を
紹
介
し
ま
す
。

優
し
く
灯
す
よ
う
に

　
会
の
発
足
は
昭
和
57
年
。

主
婦
を
中
心
に
結
成
し
ま

し
た
。
今
年
に
な
っ
て
２

人
の
新
会
員
が
加
わ
り
、

現
在
、
会
員
数
は
13
人
。

全
員
女
性
で
す
が
以
前
は

男
性
の
会
員
も
い
た
そ
う

で
す
。
会
長
の
西
村
さ
ん

は
発
足
当
時
か
ら
の
会
員

で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
会
の
活
動
は
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
行
っ
て
い

ま
す
。
毎
月
1
回
、「
市
報

し
も
の
せ
き
」か
ら
豊
北
町

中
心
に
情
報
を
選
ん
で
90

分
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
吹
き
込
み
、

視
覚
障
害
の
あ
る
方
に
無
償
で
貸
し
出

し
ま
す
。
偶
数
月
に
は「
し
も
の
せ
き
し

社
協
だ
よ
り
」、
奇
数
月
に
は「H

ホ
ッ
ト

ot L

ラ
イ
ン

ine

ふ
く
し
の
輪
ほ
う
ほ
く
地
区
社
協
連
合

会
だ
よ
り
」の
情
報
も
吹
き
込
み
ま
す
。

　
３
グ
ル
ー
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
、
町
内
の

公
民
館
な
ど
に
集
ま
り
吹
き
込
み
作
業

を
行
い
ま
す
。「
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
ど

の
情
報
に
す
る
か
を
ワ
イ
ワ
イ
と
や
る

の
が
楽
し
い
」と
皆
さ
ん
。
い
ざ
吹
き
込

み
が
始
ま
る
と
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。

　
2
カ
月
に
1
回
は
、
地
域
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム「
白
滝
荘
」を
訪
問
し
、

民
話
な
ど
の
朗
読
や
紙
芝
居
を
し
た
り
、

懐
か
し
い
歌
を
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
お

年
寄
り
の
方
と
触
れ
合
う
交
流
も
し
ま

す
。
年
に
１
回
程
度
は
豊
北
こ
ど
も
園

の
園
児
た
ち
に「
ほ
う
ほ
く
の
民
話
」を

朗
読
す
る
こ
と
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
に
皆
さ
ん
も
癒
さ
れ
る
そ
う
で

す
。
西
村
会
長
は「
会
の
名
前
は〝
と
も

し
び
〟で
す
。
ろ
う
そ
く
の
明
か
り
が
優

し
く
辺
り
を
灯
す
よ
う
に
、
控
え
目
だ

け
ど
地
道
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
に
感
謝
！

　
長
年
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
て
き
た
皆

さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
認
め
ら

きらりぶち★
2016.8

まちの誇り

きらりぶち★

朗
読
の
会
　
と
も
し
び

れ
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
昨
年
11
月

に
受
け
ま
し
た
。

　
１
月
16
日
に
は
市
役
所
で
伝
達
式
が

あ
り
、
会
を
代
表
し
て
西
村
会
長
の
ほ

か
３
人
が
出
席
。
西
村
会
長
が
前
田
市

長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

西
村
会
長
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
分
た

ち
の
生
活
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
表
彰
い
た
だ
い
て
心
苦
し
い
で
す

が
、
元
気
な
限
り
活
動
し
て
い
き
た
い
」

と
感
謝
し
ま
し
た
。

個
性
を
持
っ
て
自
分
ら
し
く

　
「
朗
読
や
広
報
誌
の
吹
き
込
み
は
、
会

員
そ
れ
ぞ
れ
豊
北
な
ま
り
が
入
っ
た
個

性
豊
か
で
自
分
ら
し
い
話
し
方
で
す
。

そ
れ
を
直
さ
ず
、
み
ん
な
違
っ
て
み
ん

な
良
い
で
や
っ
て
い
ま
す
」と
西
村
会
長
。

「
こ
れ
か
ら
も
豊
北
町
の
多
く
の
方
に
、

広
報
誌
の
声
に
よ
る
情
報
な
ど
を
活
用

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

　
豊
北
町
内
で
、
声
の
広
報
誌
、
朗
読

な
ど
を
希
望
さ
れ
る
方
や
入
会
希
望
の

方
は
豊
北
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会
事
務
局（
☎
782−１
７
４
５
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
を
。

「朗読の会 ともしび」西村会長（前列右から２人目）と皆さん

表彰状を受ける西村会長

前田市長との懇談

受賞を喜ぶ「朗読の会 ともしび」の皆さん

広報誌から豊北町在住の人向けの情報を選びます広報誌の情報を心を込めて
テープに吹き込みます　　
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科目 日
地区 1 8 15 22 29

小児科 全　市 スマイルキッズ よ し と み （内）帆　足 （内）吉　本 う め だ
小月駅前  ☎281-1000 岬之町  ☎232-6818 上田中町  ☎222-0808 向洋町  ☎222-9390 長府東侍町  ☎245-5390

内
　
　
　
科

小　月
長　府

な か の ま つ な が 野 田 周 山 た な べ
長府前八幡町  ☎246-3234 長府中浜町  ☎245-2103 長府珠の浦町  ☎245-6660 王喜本町  ☎283-2522 清末鞍馬  ☎283-0050

新下関
北　部
北　浦

い け だ ひ ろ や ま 大 下 大 畑 り ゅ う
一の宮町  ☎263-3311 山の田本町  ☎254-2202 形山みどり町  ☎257-0088 武久町  ☎251-6700 安岡本町  ☎258-3457
中 島 お ば た 安 岡 病 院 川田じゅんこ ご と う

田倉　  ☎257-3333 一の宮町  ☎256-5111 横野町  ☎258-3711 川中豊町  ☎254-3520 秋根南町  ☎263-3120
中央部
彦　島

彦 島 内 科 平 井 や ま う ち 中 川 領 家
彦島江の浦町  ☎266-4008 宮田町  ☎222-7291 筋川町  ☎228-0977 上田中町  ☎222-0323 細江町  ☎250-7321

外　科 全　市 お か 山 﨑 病 院 溝 口 し の は ら 門 脇
王司上町  ☎248-1670 長府江下町  ☎245-2222 彦島迫町  ☎266-0616 一の宮町  ☎257-1119 宮田町  ☎223-2131

整形外科 全　市 時 任 新 田 森 山 山 口 野 村 整 形
長府南之町  ☎246-0575 安岡本町  ☎258-5351 幡生本町  ☎251-2650 彦島江の浦町  ☎267-6699 綾羅木本町  ☎253-6868

婦人科 全
　
　
　
市

井 町 市民病院（婦人科） 野 口 さ い と う 藤 野
秋根南町  ☎263-3070 向洋町  ☎231-4111 梶栗町  ☎258-2277 細江町  ☎228-0753 大学町  ☎252-2200

眼　科 午
前
中

あ さ の 伊 藤 ま つ も と ひ ろ し げ こ ん
梶栗町  ☎258-0771 田中町  ☎232-4018 羽山町  ☎228-5555 上田中町  ☎222-9360 熊野町  ☎250-1008

耳鼻科 お く ぞ の 岡 み や ざ き でんでんむし し み ず
生野町  ☎252-2030 垢田町  ☎252-1075 梶栗町  ☎258-3387 清末鞍馬  ☎281-3341 彦島江の浦町  ☎266-5100

菊川・豊田
豊浦・豊北

な ご み 二武整形・リウマチ 豊 北 病 院 あ め や ま し ん む ら
菊川町田部  ☎288-0307 豊浦町吉永  ☎772-0835 豊北町粟野  ☎785-0221 菊川町田部  ☎288-1000 豊浦町小串  ☎774-3535

科目 日
地区 30 5/3 5/4

小児科 全　市 王司こども （内）広　崎 き と う
王司上町  ☎249-1331 上新地町  ☎222-7003 川中豊町  ☎254-3152

内
　
　
　
科

小　月
長　府

林 長 府 病 院 しものせき内科
王司上町  ☎248-0255 長府中之町  ☎245-1131 王司上町  ☎249-2288

新下関
北　部
北　浦

す み だ 伊 藤 梶 井
熊野町  ☎255-3111 稗田北町  ☎253-2040 伊倉本町  ☎255-1188
に し は ら す ぎ は ら い と う 腎

生野町  ☎251-1167 古屋町  ☎253-1368 山の田本町  ☎253-0211
中央部
彦　島

森 山 病 院 下関リハビリ病院 赤 司
宮田町  ☎231-0781 今浦町  ☎232-5811 竹崎町  ☎222-9223

外　科 全　市 織 田 長 府 病 院 後 藤
中之町  ☎222-5643 長府中之町  ☎245-1131 垢田町  ☎255-0005

整形外科 全　市 佐 々 木 浅 野 長府みらい
向洋町  ☎223-2650 彦島本村町  ☎266-0894 長府才川  ☎248-1666

婦人科 全
　
　
　
市

や か べ お が た 関門医療センター（婦人科）
秋根西町  ☎257-0303 赤間町  ☎223-5080 長府外浦町  ☎241-1199

眼　科 午
前
中

ウ エ ダ と ね 青 木
秋根南町  ☎257-0002 彦島江の浦町  ☎266-2000 安岡本町  ☎262-1770

耳鼻科 おくぞの（田中町） よ ね だ か げ や ま
田中町  ☎228-5005 長府中浜町  ☎245-2930 一の宮町  ☎263-3200

菊川・豊田
豊浦・豊北

青 柳 永 山 木 本
菊川町下岡枝  ☎287-0563 豊浦町川棚  ☎774-3567 豊北町阿川  ☎786-2626

４月の日曜・祝日当番医 ＊当番医はやむを得ない事情で交代することがあります。
確認はオイシャ電話（☎233-0148）で。（内）は内科も診療科目

  救急医療情報  

△

下関市夜間急病診療所
毎日19：00～23：00／☎252-3789△

小児救急医療電話相談
毎日19：00～翌8：00／☎#8000（プッ
シュ式）、☎083-921-2755（ダイヤル式）△

救急医療機関案内サービス
毎日23：00～翌8：00（消防局対応）
／☎0120-379-907（プッシュ式）、
　☎233-9119（ダイヤル式）

＊�小児科、内科、外科、整形外科、婦人科
の診療時間＝午前９時～午後６時。ただ
し、豊浦地区は午後５時まで。昼の休診
時間などは医療機関ごとに異なるため、
事前に各医療機関に問い合わせを。

市ホームページ【夜間・休日診療の
携帯・スマホサイト（QRコード）】▼

携
帯
電
話
版

▼

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版

△

歯科　歯科医師会館（貴船町三丁目／☎234-8020）
　　　　日曜日、祝日の午前９時～正午

△ ��

済生会豊浦病院〔内科・外科〕（豊浦町大字小串／☎774-0511）、豊田中央病院�
（豊田町大字矢田／☎766-1012）は、救急対応しています。

下関スタンプラリー
明治維新150年記念
維新発祥の地

スタンプを集めて、「ふく刺しセット」や「幕末・維新グッズ」
など素敵な商品を当てよう！　詳しくは下関観光ホームページ

（https://shimonoseki.travel/）へ
■しものせき観光キャンペーン実行委員会（観光政策課内／☎231-1350)
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